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県・市の　　　　　　の
申請はお済みですか？

新型コロナウイルス感染症に係る最新情報等中小企業相談所コーナー・ISICOコーナー

石川県事業復活支援金

申
請
手
続
き
に
つ
い
て

県

申請期間
お問合せ先

国の事業復活支援金の支給を受けた事業者に、県が独自に上乗せする「石川県事業復活支援金」を給付
●申請手続きフロー、支援金の額については、以下のとおりです。

石川県事業者支援ワンストップコールセンター  ☎076-225-1920

申請方法：
郵送又はオンライン

初めて申請される
事業者

石川県事業復活支援金
申請者

※2月21日～申請受付中

石川県事業復活支援金申請書
（追加給付分）

既に石川県事業復活
支援金を申請された

事業者

2022年2月21日（月）～9月30日（金）  ※郵送の場合は当日消印有効

国の事業復活支援金を受給された方へ
「上乗せ支援」

相談場所■小松商工会議所

経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

  ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】

【IT】

【特許・商標】

【労働】

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか?

金融（融資）相談
※随時対応しております。

受付時間（月）～（金）9:00～16:00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和4年7月20日現在）

（0）

（0）
1 件

2,000万円

■マルケイ資金（内コロナ）
無担保・無保証人
2,000万円（1,000万円）
・利率 1.21％（当初3年0.31％）
・期間 設備10年・運転7年

0 件

0万円

0 件

0万円

■創業者支援融資
原則無担保
2,000万円
・利率 1.7％以内
・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
原則無担保
2,000万円
・利率 1.7％以内
・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.6％以内
・期間 7年

0 件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.85％以内
・期間 7年（実情に応じ10年）

0 件

0万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.3％以内
・期間 7年以内

■新型コロナウイルス特別融資
8,000万円（運転資金）
・利率 1.0％以内
・期間 10年以内

7 件

9,543万円

0 件

0万円

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率 1.8％以内
・期間 5年～15年

（期間10年超の場合は、変動金利）

1件 1,000万円
創業者分

0件 0万円
女性若者シニア分

8件 1,798万円
零細分

新型コロナウイルスに関する相談やそれ以外の
ご相談の際も、事前にご連絡をお願いします。

予約制

記帳・税務
相談

小松法律相談センター

日時：8月4日､18日､25日
　　　（毎週木曜日）
         13:00～15:50

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

日　時：9月15日（木）
　　　　10:00～16:00
専門家：堀　岩雄 税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

・新型コロナウイルスに関する経営
相談窓口を設置しています。

新型コロナウイルス感染症による
金融支援制度を利用したい。

・インターネットで企業PRしたい。

・特許や商標登録について検討し
ている。

・海外に製品を出したい。

GA4の導入方法、初期
設定、注意点、画面の
見方などを解説！

※詳細・お申し込みについ
ては、右記QRコードを読み
取り、ご覧ください。

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業に
て対応または専門機関をご紹介しております。

新型コロナ感染症拡大状況により、
中止となる場合があります。

令和4年度（6月末
まで）認定実績

予約制

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。

金融情報

ISICO （公財）石川県産業創出支援機構

公益財団法人石川県産業創出支援機構  産業振興部デジタル推進課
TEL: 076-267-1001   FAX: 076-268-4911   E-mail: its@isico.or.jp

産業大学経営講座 ECセミナー【 初級講座 】

ユニバーサルアナリティクス
終了に向けて

GA4の基礎知識

お問い合わせ

小松市事業復活強化支援金市

申請期間

お問合せ先 小松市商工労働課
☎0761-24-8074（土・日・祝日除く）

お問合せ先
小規模事業者持続化補助金事務局
☎03-6632-1502（土・日・祝日除く）

小松市事業復活
強化支援金HP

持続化補助金HP

国の事業復活支援金を受給されており、小松市
内に事業所を有し、事業を営んでいる事業者そ
れぞれの区分に応じて一律の額を上乗せ支援
●支援金の額については、以下のとおりです。

小規模事業者
持続化補助金（第9回）

2022年2月14日（月）～
8月31日（水）
※郵送の場合は当日消印有効

9月20日（火）

個人事業主

一律10万円
一律6万円

中小企業

一律20万円
一律12万円

売上高減少率
▲50％以上

▲30％以上50％未満

石川県事業復活
支援金HP

2022年8月24日（水）
13時30分～16時30分

森野  誠之 氏
（運営堂 代表）

オンライン開催
（Zoom）

講  師

期限
間近 　この補助金は、小規模事業者等が販

路開拓のために行う取組に50万円を上
限に補助する制度です。本年度は補助
金上限額が100万円～200万円に引き
上がる、「賃金引上げ」「卒業（小規模事
業者）」「後継者支援」「創業」「インボ
イス」の各枠が追加さ
れました。

締切

 
2

売上高
減少率

個人
事業主

法人
年間売上高

1億円以下 1億円超〜
5億円以下 5億円超

▲50％以上
改正後 最大25万円

（差額5万円）
差額ゼロ
追加給付なし

最大75万円
（差額25万円）

最大125万円
（差額75万円）

改正前 県当初
一律20万円

県当初
一律50万円

▲30％以上
▲50％未満

改正後 最大15万円
（差額3万円）

差額ゼロ
追加給付なし

最大45万円
（差額15万円）

最大75万円
（差額45万円）

改正前 県当初
一律12万円

県当初
一律30万円

※カッコ内は県当
初の給付を既に受
給している場合の
差額
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景気見通し調査報告新型コロナウイルス影響調査
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製造業
非製造業
全産業

サービス業

建設
小売業
卸売業

鉄工・機械
繊維
その他製造

（DI値）

（DI値）

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下した判断
D   I 値…D.I（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数

   「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、
　プラスの場合は今期より来期の方が上昇するという予測）前　　期…令和3年度第4四半期（令和4年1月～3月）

今　　期…令和4年度第1四半期（令和4年4月～6月、但し6月は見込み）
来　　期…令和4年度第2四半期（令和4年7月～9月）

■年次別の推移
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9月 12月 3月 6月 9月 6月 9月 12月6月3月

H31 R1 R2 R3 R4

12月 3月 （3月）
今期前期
（6月）

来期
（9月）

9月 12月 3月 6月 9月6月3月

H31 R1 R2 R3 R4

12月 3月

9月 12月 3月 6月 9月6月3月

H31 R1 R2 R3

12月 3月

　1～3月と比べ製造業が10.4ポイン
ト減少、非製造業が20.6ポイント増
加、全産業10.1ポイント増加の▲
11.9ポイントとなった。まん延防止
等重点措置も解除され、Go Toイー
トや県民割等の再開により消費が活
気づいた一方、急激な円安、原油や
原材料価格の高騰、ロシアのウクラ
イナ侵攻など、社会情勢は益々厳し
くなり、先行きは不透明な状態が続
いている。

【景況感】
　製造業においては、前期7.9 ポイン
トから今期▲2.5ポイントと悪化。
　非製造業においては、前期▲38.0ポ
イントから今期▲17.4ポイントとなり
回復。全体では、前期▲22.0ポイント
から今期▲11.9ポイントとマイナス幅
が縮小。コロナ前の景況感と同水準と
なり改善の兆しがみられる。
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今期前期
（6月）

来期
（9月）

R4

6月 9月 12月 （3月）
今期前期
（6月）

来期
（9月）

小松

鉄工・機械
22.6％

※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合わせください。

小松商工会議所

【調 査 対 象】小松商工会議所議員・評議員企業：220社
【回答企業数】111企業（回答率：50.5％）
【調 査 期 間】令和4年6月9日（木）～6月23日（木）

　小松商工会議所では、議員・評議員220社に対し、
景気見通し調査並びに新型コロナウイルス感染拡大
による企業活動への影響調査を実施しました。調査
にご協力頂きましてありがとうございます。

景気見通し
調査報告

緊急

●「既に取組んでいる」「取組みを検討している」合わせると、全体で56.4％あり、製造業の割合が高い。
●業種別において、「既に取組んでいる」業種は、鉄工・機械52.0％、小売業33.3％、繊維28.6％と高く、一方「取組んでいない」
業種は、運輸80％、卸売業75.0％、飲食業・宿泊66.6％であった。

　昨年同期と比較し、売上減少全体は24.6％と前回より減少幅が縮小した。反対に売上増加は31.8％と増加し、前回の悪化傾
向から再び改善した。

新型コロナウイルスによる影響調査報告
■前年同月比（5月）の業績影響について

増加
横ばい
20％未満減少
20％以上減少

取組み中
検討中
取り組んで
いない

【出所】「新型コロナウイルスによる影響調査（R2年3月：128社、5月：131社、6月：140社、 9月：133社、12月：125社、R3年3月：117社、
　　　　R3年6月：118社、R3年9月：105社、R3年12月：114社、R4年3月：108社、R4年6月：110社）」いずれも小松商工会議所

【出所】新型コロナウイルスによる影響調査（R4.6月：110社）

■カーボンニュートラルに対する取組み状況について

R2.3 R2.5 R2.6 R2.9 R2.12 R3.3 R3.6 R3.9

6.6％

29.5％

42.6％

21.3％

4.8％
15.9％

30.2％

49.1％

3.0％
17.0％

27.4％

52.6％

1.5％
20.8％

33.8％

43.9％

12.8％

39.2％

27.2％

20.8％

27.4％

33.3％

17.1％

22.2％

35.6％

37.3％

19.5％
7.6％

27.6％

32.4％

30.5％

9.5％
R3.12

38.5％

31.6％

21.1％
8.8％

R4.3 今回
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繊維

その他製造

製造業

建設業

小売業

卸売業

運輸

飲食業・宿泊

その他サービス業

今回

　カーボンニュートラルに取組み中もし
くは検討中の企業の内、現在行っている
ものとして、高い順に、「自社のエネルギー
使用量の把握」61.3％、「省エネ活動（照
明・冷暖房等の使用電力等削減）」61.3％、
「3R（リユース･リデュース･リサイクル）
の推進」38.7％と続く。
　検討を予定しているものとして、「生産
設備の省エネ設備への切替」「環境負荷の
少ない原材料や部品の利用」「再生エネル
ギー発電の購入・導入」「環境配慮型の新
製品･サービスの開発･販売」「Jクレジッ
ト制度への参加」が 19.4％と高かった

【出所】新型コロナウイルスによる影響調査
         （R4.6月：62社）

■現在行っている、検討を予定しているカーボンニュートラルの取組みについて
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景気見通し調査報告新型コロナウイルス影響調査
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【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下した判断
D   I 値…D.I（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数

   「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、
　プラスの場合は今期より来期の方が上昇するという予測）前　　期…令和3年度第4四半期（令和4年1月～3月）
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　1～3月と比べ製造業が10.4ポイン
ト減少、非製造業が20.6ポイント増
加、全産業10.1ポイント増加の▲
11.9ポイントとなった。まん延防止
等重点措置も解除され、Go Toイー
トや県民割等の再開により消費が活
気づいた一方、急激な円安、原油や
原材料価格の高騰、ロシアのウクラ
イナ侵攻など、社会情勢は益々厳し
くなり、先行きは不透明な状態が続
いている。

【景況感】
　製造業においては、前期7.9 ポイン
トから今期▲2.5ポイントと悪化。
　非製造業においては、前期▲38.0ポ
イントから今期▲17.4ポイントとなり
回復。全体では、前期▲22.0ポイント
から今期▲11.9ポイントとマイナス幅
が縮小。コロナ前の景況感と同水準と
なり改善の兆しがみられる。
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来期
（9月）

小松

鉄工・機械
22.6％

※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合わせください。

小松商工会議所

【調 査 対 象】小松商工会議所議員・評議員企業：220社
【回答企業数】111企業（回答率：50.5％）
【調 査 期 間】令和4年6月9日（木）～6月23日（木）

　小松商工会議所では、議員・評議員220社に対し、
景気見通し調査並びに新型コロナウイルス感染拡大
による企業活動への影響調査を実施しました。調査
にご協力頂きましてありがとうございます。

景気見通し
調査報告

緊急

●「既に取組んでいる」「取組みを検討している」合わせると、全体で56.4％あり、製造業の割合が高い。
●業種別において、「既に取組んでいる」業種は、鉄工・機械52.0％、小売業33.3％、繊維28.6％と高く、一方「取組んでいない」
業種は、運輸80％、卸売業75.0％、飲食業・宿泊66.6％であった。

　昨年同期と比較し、売上減少全体は24.6％と前回より減少幅が縮小した。反対に売上増加は31.8％と増加し、前回の悪化傾
向から再び改善した。

新型コロナウイルスによる影響調査報告
■前年同月比（5月）の業績影響について

増加
横ばい
20％未満減少
20％以上減少

取組み中
検討中
取り組んで
いない

【出所】「新型コロナウイルスによる影響調査（R2年3月：128社、5月：131社、6月：140社、 9月：133社、12月：125社、R3年3月：117社、
　　　　R3年6月：118社、R3年9月：105社、R3年12月：114社、R4年3月：108社、R4年6月：110社）」いずれも小松商工会議所

【出所】新型コロナウイルスによる影響調査（R4.6月：110社）

■カーボンニュートラルに対する取組み状況について
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今回

　カーボンニュートラルに取組み中もし
くは検討中の企業の内、現在行っている
ものとして、高い順に、「自社のエネルギー
使用量の把握」61.3％、「省エネ活動（照
明・冷暖房等の使用電力等削減）」61.3％、
「3R（リユース･リデュース･リサイクル）
の推進」38.7％と続く。
　検討を予定しているものとして、「生産
設備の省エネ設備への切替」「環境負荷の
少ない原材料や部品の利用」「再生エネル
ギー発電の購入・導入」「環境配慮型の新
製品･サービスの開発･販売」「Jクレジッ
ト制度への参加」が 19.4％と高かった

【出所】新型コロナウイルスによる影響調査
         （R4.6月：62社）

■現在行っている、検討を予定しているカーボンニュートラルの取組みについて
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小松商工会議所 2022.85

現在実行中 検討を予定
①自社のエネルギー使用量の把握 61.3% 9.7%
②省エネ活動（照明・冷暖房等の使用電力等削減） 61.3% 9.7%
③3R（リユース･リデュース･リサイクル）の推進 38.7% 6.5%
④生産設備の省エネ設備への切替 30.6% 19.4%
⑤自社の温室効果ガス排出量の削減 29.0% 16.1%
⑥担当部署・担当者の設置 22.6% 12.9%
⑦省エネ・温室効果ガスに関する目標の設定 21.0% 17.7%
⑧環境負荷の少ない原材料や部品の利用 19.4% 19.4%
⑨見学会・勉強会への参加・開催 17.7% 17.7%
⑩HV・EV・FCVなどの導入 17.7% 17.7%
⑪環境保護・保全活動等への支援･寄付 17.7% 12.9%
⑫再生エネルギー発電の購入・導入 14.5% 19.4%
⑬環境配慮型の新製品･サービスの開発･販売 11.3% 19.4%
⑭環境技術の研究開発･投資促進 6.5% 14.5%
⑮Ｊクレジット制度への参加 0.0% 19.4%



議員・評議員合同懇談会LOBO調査／雇用情報
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報

5月
【厚生労働省発表】 有効求人倍率完全失業率【総務省発表】

全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.46倍 1.53倍 1.72倍 1.57倍 1.13倍

（前月2.5％）

（1～3月期）

（前月188万人）

2.6％

1.9％

191万人

1.24倍

1.43倍

1.09倍

（前月1.23倍）

（前月1.42倍）［原数値］

（前月1.11倍）［原数値］

全産業合計
の業況DI値

月の

▲20.3

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲26.7  ▲24.1  ▲20.8  ▲16.4

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】
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嫁
の
遅
れ
や
、
資
材
供
給
の
乱
れ
な
ど
中

小
企
業
の
収
益
回
復
の
足
か
せ
要
因
は

多
く
、
先
行
き
も
、
物
価
高
の
長
期
化
懸

念
か
ら
、
厳
し
い
見
方
が
続
く
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
改
善
。
建
設
業
で
は
、

公
共
工
事
と
住
宅
建
設
の
受
注
が
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
旺
盛
な
設
備
工
事

需
要
に
牽
引
さ
れ
る
形
で
、
電
気
工
事

や
配
管
工
事
を
中
心
に
売
上
・
採
算
が

改
善
し
た
。 

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
人
流
の

回
復
や
需
要
喚
起
策
に
下
支
え
さ
れ
た

飲
食
・
宿
泊
業
を
中
心
に
売
上
・
採
算

が
改
善
し
た
。
一
方
で
、
観
光
産
業
全
体

に
お
い
て
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
て
お

り
、
今
後
の
旅
行
需
要
増
へ
の
対
応
を

不
安
視
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

＊DI値（景況判断指数）について
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基
準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイ
ナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって売上
高などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

業況DI は、コスト増が
重荷となり、ほぼ横ばい
先行きは、物価高の長期化
懸念から厳しい見方

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

　
６
月
28
日
付
人
事
異
動
に
よ

り
、
本
所
常
議
員
に
支
店
長
の

奥
真
司
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

協定書を掲げる西会頭（右）と中島本部長（左）

常
議
員
変
更
の
お
知
ら
せ

北
陸
鉄
道
㈱

代
表
取
締
役
常
務
　

小
林    

工 

氏

北
陸
電
力
㈱
小
松
支
店

理
事
　
小
松
支
店
長

奥    

真
司 

氏

　
６
月
29
日
付
人
事
異
動
に
よ
り
、

本
所
議
員
に
代
表
取
締
役
常
務

の
小
林
工
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

議
員
変
更
の
お
知
ら
せ

㈱
北
陸
銀
行
小
松
支
店

支
店
長
　
　
　
　
　

名
徳  
隆
嗣 

氏

　
６
月
30
日
付
人
事
異
動
に
よ

り
、
本
所
議
員
に
支
店
長
の
名

徳
隆
嗣
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

議
員
変
更
の
お
知
ら
せ

は
く
さ
ん
信
用
金
庫
小
松
中
央
支
店

支
店
長
　
　
　
　
　

徳
田  

一樹 

氏

　
7
月
1
日
付
事
異
動
に
よ
り
、

本
所
議
員
に
支
店
長
の
徳
田
一

樹
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

議
員
変
更
の
お
知
ら
せ

　
本
所
で
は
７
月
12
日（
火
）、
石
川
県
警
察
本
部
長

中
島
寛
氏
を
講
師
に
招
き
、
議
員
・
評
議
員
合
同
懇
談
会

を
開
催
し
た
。「
技
術
流
出
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
」と
題
し
、
議
員
、
評
議
員
70
名
が
参
加
し
た
。

　近
年
、企
業
・
研
究
機
関
が
保
有
す
る
技
術
情
報
等
は
、

経
済
の
み
な
ら
ず
軍
事
的
側
面
か
ら
諸
外
国
の
標
的
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
技
術
情
報
を
狙
う
手
口
も
多
様
か

つ
巧
妙
化
し
て
お
り
、
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
石

川
県
警
察
本
部
で
は「
い
し
か
わ
技
術
情
報
等
流
出
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
発
足
さ
せ
、
注
意
喚
起
や
情
報
を
発

信
し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
の
懇
談
会
も
そ

の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
。

　懇
談
会
で
中
島
氏
は
実
際
に
情
報
流
出
が
起
こ
っ
た

事
例
や
、
手
口
な
ど
を
挙
げ
、「
石
川
県
内
で
も
、
身
近

に
ま
で
脅
威
が
迫
っ
て
い
る
。
現
状
と
対
策
を
自
社
の
社

　日
本
の
企
業
・
研
究
機
関
等
が
保
有
す
る
高
度
な
技
術

が
諸
外
国
に
流
出
す
る
こ
と
を
防
ぐ
為
、
産
学
官
共
同
に

よ
る
技
術
情
報
の
流
出
防
止
対
策
を
推
進
す
る「
い
し
か
わ

技
術
情
報
等
流
出
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
協
定
締
結
式

が
、
7
月
12
日
、
本
所
特
別
会
議
室
に
て
行
わ
れ
た
。
協

定
書
に
西
会
頭
と
中
島
本
部
長
が
署
名
を
行
い
、
流
出
防

止
に
向
け
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。
今
後
は
、
石

川
県
警
察
本
部
と
連
携
し
、
企
業
・
研
究
機
関
等
へ
の
情

報
提
供
や
注
意
喚
起
を
通
じ
て
警
察
へ
の
素
早
い
相
談
を

促
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
。

員
に『
教
育
を
し
続
け
る
こ
と
』が
重
要
」、「『
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
』と
い
う
よ
う
に
、
攻
撃
に
対
し
て
備
え
を

し
て
お
く
こ
と
も
大
切
だ
が
、
適
切
に
現
状
を
認
識
し
危

機
感
を
持
た
な
け
れ
ば
対
策
す
る
の
は
難
し
く
、『
憂
い

な
け
れ
ば
、
備
え
な
し
』と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
流
出

の
脅
威
に
備
え
て
欲
し
い
。」と
協
力
を
依
頼
す
る
と
共

に
、
企
業
側
の
立
場
に
立
ち
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
脅
威
が

迫
っ
て
い
る
実
情
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　合
同
懇
談
会
で
は
、
中
島
氏
の
講
話
の
後
、
小
松
市
総

合
政
策
部
総
合
政
策
課
担
当
課
長
　佐
藤
文
洋
氏
よ
り
、

「
こ
ま
つ
公
民
連
携
デ
ス
ク
」に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
が

あ
っ
た
。

　こ
ま
つ
公
民
連
携
デ
ス
ク
は
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る

社
会
課
題
を
公
民
一
体
と
な
っ
て
解
決
す
る
た
め
、
企

業
・
大
学
等
と
市
役
所
と
が
協
力
す
る
た
め
の
橋
渡
し
と

な
る
窓
口
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
企
業
・
大
学
等
か
ら
の

相
談
・
提
案
を
適
切
な
部
署
に
つ
な
ぎ
、
双
方
向
の
調
整

を
行
う
こ
と
で
、
公
民
一
体
と
な
っ
た
社
会
課
題
解
決
へ

の
手
助
け
を
行
っ
て
い
く
。

技
術
情
報
等
流
出
の

脅
威
か
ら
自
社
を

守
る
た
め
に

企
業
と
小
松
市
の
架
け
橋
に

官
民
連
携
で
小
松
の
も
の
づ
く
り
を
守
る

合
同
懇
談
会

議
員・評
議
員

懇談会の様子

石川県警察本部長  中島氏

い
し
か
わ
技
術
情
報
等

流
出
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
定
締
結
式
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5月
【厚生労働省発表】 有効求人倍率完全失業率【総務省発表】

全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.46倍 1.53倍 1.72倍 1.57倍 1.13倍

（前月2.5％）

（1～3月期）

（前月188万人）

2.6％

1.9％

191万人

1.24倍

1.43倍

1.09倍

（前月1.23倍）

（前月1.42倍）［原数値］

（前月1.11倍）［原数値］

全産業合計
の業況DI値

月の

▲20.3

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲26.7  ▲24.1  ▲20.8  ▲16.4

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

景況天気予報 LOBO
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●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

▲
20
･
3（
前
月
比
+
0
･
1
ポ
イ
ン
ト
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
沈
静
化
と
需

要
喚
起
策
に
よ
り
飲
食
・
宿
泊
関
連
の

サ
ー
ビ
ス
業
で
業
況
が
改
善
、
住
宅
関
連

の
民
間
工
事
が
堅
調
に
推
移
し
た
建
設

業
で
も
業
況
が
改
善
し
た
。
活
動
制
限
の

緩
和
か
ら
3
ヵ
月
が
経
過
し
、日
常
生
活

へ
の
回
復
が
見
ら
れ
る
一
方
、
資
源
・
資

材
価
格
の
高
騰
継
続
や
資
材
供
給
の
乱

れ
、円
安
に
よ
る
輸
入
物
価
の
上
昇
等
に

よ
り
、
小
売
業
で
は
業
況
が
横
ば
い
に
留

ま
り
、
製
造
業
や
卸
売
業
で
は
業
況
が
悪

化
に
転
じ
た
。
業
種
を
問
わ
ず
、コ
ス
ト

増
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
加
え
、そ
れ
に

見
合
う
だ
け
の
価
格
転
嫁
は
依
然
と
し

て
行
わ
れ
て
い
な
い
。
中
小
企
業
の
景
況

感
は
、コ
ス
ト
増
が
重
荷
と
な
り
、ほ
ぼ

横
ば
い
と
な
っ
た
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

▲
20
･
8（
今
月
比
▲
0
･
5
ポ
イ
ン
ト
）

　需
要
喚
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策
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拡
大
や
水
際
対
策
の

緩
和
に
伴
う
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入

れ
再
開
で
、
売
上
回
復
へ
の
期
待
感
が
高

ま
る
一
方
、
物
価
高
に
よ
る
消
費
マ
イ
ン

ド
の
低
下
を
危
惧
す
る
声
が
サ
ー
ビ
ス

業
や
小
売
業
で
多
く
聞
か
れ
た
。
円
安
の

急
伸
や
資
源
・
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
っ

て
増
加
し
た
コ
ス
ト
に
対
す
る
価
格
転

嫁
の
遅
れ
や
、
資
材
供
給
の
乱
れ
な
ど
中

小
企
業
の
収
益
回
復
の
足
か
せ
要
因
は

多
く
、
先
行
き
も
、
物
価
高
の
長
期
化
懸

念
か
ら
、
厳
し
い
見
方
が
続
く
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
改
善
。
建
設
業
で
は
、

公
共
工
事
と
住
宅
建
設
の
受
注
が
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
旺
盛
な
設
備
工
事

需
要
に
牽
引
さ
れ
る
形
で
、
電
気
工
事

や
配
管
工
事
を
中
心
に
売
上
・
採
算
が

改
善
し
た
。 

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
人
流
の

回
復
や
需
要
喚
起
策
に
下
支
え
さ
れ
た

飲
食
・
宿
泊
業
を
中
心
に
売
上
・
採
算

が
改
善
し
た
。
一
方
で
、
観
光
産
業
全
体

に
お
い
て
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
て
お

り
、
今
後
の
旅
行
需
要
増
へ
の
対
応
を

不
安
視
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

＊DI値（景況判断指数）について
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基
準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイ
ナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって売上
高などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

業況DI は、コスト増が
重荷となり、ほぼ横ばい
先行きは、物価高の長期化
懸念から厳しい見方

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

　
６
月
28
日
付
人
事
異
動
に
よ

り
、
本
所
常
議
員
に
支
店
長
の

奥
真
司
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

協定書を掲げる西会頭（右）と中島本部長（左）

常
議
員
変
更
の
お
知
ら
せ

北
陸
鉄
道
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代
表
取
締
役
常
務
　

小
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陸
電
力
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小
松
支
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理
事
　
小
松
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店
長
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真
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月
29
日
付
人
事
異
動
に
よ
り
、
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所
議
員
に
代
表
取
締
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常
務

の
小
林
工
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が
就
任
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れ
た
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付
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異
動
に
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、
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に
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長
の
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付
事
異
動
に
よ
り
、
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所
議
員
に
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長
の
徳
田
一
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氏
が
就
任
さ
れ
た
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議
員
変
更
の
お
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所
で
は
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12
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石
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県
警
察
本
部
長

中
島
寛
氏
を
講
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に
招
き
、
議
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・
評
議
員
合
同
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会

を
開
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し
た
。「
技
術
流
出
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
」と
題
し
、
議
員
、
評
議
員
70
名
が
参
加
し
た
。

　近
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、企
業
・
研
究
機
関
が
保
有
す
る
技
術
情
報
等
は
、

経
済
の
み
な
ら
ず
軍
事
的
側
面
か
ら
諸
外
国
の
標
的
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
技
術
情
報
を
狙
う
手
口
も
多
様
か

つ
巧
妙
化
し
て
お
り
、
対
策
が
急
務
と
な
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て
い
る
。
石
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県
警
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本
部
で
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い
し
か
わ
技
術
情
報
等
流
出
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止

ネ
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ト
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ク
」を
発
足
さ
せ
、
注
意
喚
起
や
情
報
を
発

信
し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
の
懇
談
会
も
そ

の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
。

　懇
談
会
で
中
島
氏
は
実
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に
情
報
流
出
が
起
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っ
た

事
例
や
、
手
口
な
ど
を
挙
げ
、「
石
川
県
内
で
も
、
身
近

に
ま
で
脅
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が
迫
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て
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る
。
現
状
と
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を
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の
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　日
本
の
企
業
・
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機
関
等
が
保
有
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る
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度
な
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術

が
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国
に
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る
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と
を
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、
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よ
る
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止
対
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推
進
す
る「
い
し
か
わ

技
術
情
報
等
流
出
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
協
定
締
結
式

が
、
7
月
12
日
、
本
所
特
別
会
議
室
に
て
行
わ
れ
た
。
協

定
書
に
西
会
頭
と
中
島
本
部
長
が
署
名
を
行
い
、
流
出
防

止
に
向
け
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。
今
後
は
、
石

川
県
警
察
本
部
と
連
携
し
、
企
業
・
研
究
機
関
等
へ
の
情

報
提
供
や
注
意
喚
起
を
通
じ
て
警
察
へ
の
素
早
い
相
談
を

促
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
。

員
に『
教
育
を
し
続
け
る
こ
と
』が
重
要
」、「『
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
』と
い
う
よ
う
に
、
攻
撃
に
対
し
て
備
え
を

し
て
お
く
こ
と
も
大
切
だ
が
、
適
切
に
現
状
を
認
識
し
危

機
感
を
持
た
な
け
れ
ば
対
策
す
る
の
は
難
し
く
、『
憂
い

な
け
れ
ば
、
備
え
な
し
』と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
流
出

の
脅
威
に
備
え
て
欲
し
い
。」と
協
力
を
依
頼
す
る
と
共

に
、
企
業
側
の
立
場
に
立
ち
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
脅
威
が

迫
っ
て
い
る
実
情
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　合
同
懇
談
会
で
は
、
中
島
氏
の
講
話
の
後
、
小
松
市
総

合
政
策
部
総
合
政
策
課
担
当
課
長
　佐
藤
文
洋
氏
よ
り
、

「
こ
ま
つ
公
民
連
携
デ
ス
ク
」に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
が

あ
っ
た
。

　こ
ま
つ
公
民
連
携
デ
ス
ク
は
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る

社
会
課
題
を
公
民
一
体
と
な
っ
て
解
決
す
る
た
め
、
企

業
・
大
学
等
と
市
役
所
と
が
協
力
す
る
た
め
の
橋
渡
し
と

な
る
窓
口
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
企
業
・
大
学
等
か
ら
の

相
談
・
提
案
を
適
切
な
部
署
に
つ
な
ぎ
、
双
方
向
の
調
整

を
行
う
こ
と
で
、
公
民
一
体
と
な
っ
た
社
会
課
題
解
決
へ

の
手
助
け
を
行
っ
て
い
く
。

技
術
情
報
等
流
出
の

脅
威
か
ら
自
社
を

守
る
た
め
に

企
業
と
小
松
市
の
架
け
橋
に

官
民
連
携
で
小
松
の
も
の
づ
く
り
を
守
る

合
同
懇
談
会

議
員・評
議
員

懇談会の様子

石川県警察本部長  中島氏

い
し
か
わ
技
術
情
報
等

流
出
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
定
締
結
式

小松商工会議所 2022.87



エイキ㈱

㈱イケガミ

㈲茗荷谷設備工業

夢屯 ビストロ・バール

㈱諏訪会館 北陸電力㈱小松支店
最優秀賞 エイキ㈱
審査員特別賞 ㈲茗荷谷設備工業
 ㈱諏訪会館
 北陸電力㈱小松支店
優秀賞 ㈲ビロン
 ファッションタイムナカノ
 ㈱江口組
入選 ㈱加賀オート
 ㈱シマコー
 夢屯  ビストロ・バール
 吉府美容院
殿堂入り ㈱イケガミ

　事業所の玄関先や店舗を花と緑で飾り、来
店しやすいお店づくりに取り組まれている事
業所を対象とした「花と緑いっぱいコンクー
ル」を4月25日（月）～6月3日（金）の間、本所
女性会主催にて開催。12事業所から応募があ
り、審査会にて以下のとおり受賞事業所が決
定した。また、今年度より、過去に5回以上入
賞経験があり、最優秀賞の受賞経験のある事
業所を「殿堂入り」事業所として紹介している。

花と緑いっぱいコンクール
受賞事業所決定

春のこまつを花と緑で飾ろう
■最優秀賞

■審査員特別賞

■優秀賞

■殿堂入り事業所

■入選

ムートン

ムートン

花いっぱいコンクール受賞事業所

㈱江口組

㈲ビロン

ファッションタイムナカノ 吉府美容院

㈱加賀オート

㈱シマコー

InformationInformation

こ
ま
つ
姫
御
前

小
松
を
P
R
す
る
姫
御
前
を

3
名
募
集
し
ま
す
。

（
７
月
３
日
開
催
）

【
小
松
会
場  

各
学
年
優
勝
者
】

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使

2022
令和4年9月24日（土）

現金15万円、
東京往復航空券 など

応
募
資
格

●
小
松
市
に
在
住
も
し
く
は
同
市
内

の
事
業
所
に
勤
務
ま
た
は
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
女
性（
以
前
に
、
こ

ま
つ
夢
案
内
人
及
び
こ
ま
つ
姫
御
前

に
選
ば
れ
た
人
も
応
募
で
き
ま
す
）。

●
現
在
、
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し

て
い
な
い
方
。

応
募
方
法

履
歴
書
と
写
真（
顔
と
全
身
各
1
枚
）

を
提
出
。

応

募

先

〒
9
2
3-

0
8
0
1

小
松
市
園
町
ホ
91- 

１

北
國
新
聞
社
小
松
支
社
内

「
こ
ま
つ
姫
御
前
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委

員
会
」事
務
局
宛
に
郵
送
。

も
し
く
は
、komatsu.s@hokkoku.co.jp

ま
で
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

北
國
新
聞
社
小
松
支
社

                       

☎
24
・
３
１
１
１

小
松
商
工
会
議
所  

☎
21
・
３
１
２
１

小
松
市
観
光
交
流
課  

☎
24
・
８
０
７
６

締
め
切
り

令
和
4
年
9
月
12
日（
月
） 同
日
必
着

募
集

副 賞
認定証、楯正 賞

コンテスト開催日　第5回小松勧進帳高校野球交流試合につきまして、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止対策を講じながら、群馬県の高崎健康
福祉大学高崎高等学校を招待し、左記のとおり交流試合を開催
いたします。詳細につきましてはHPをご覧ください。皆様の
ご来場をお待ちしております。

招待校
参加校

高崎健康福祉大学高崎高等学校
石川県立小松高等学校、石川県立小松明峰高等学校、石川県立小松工業高等学校、石川県立小松商業高等学校、小松市立高等学校、小松大谷高等学校

第5回小松勧進帳高校野球
交流試合開催

●会場  弁慶スタジアム・石川県立小松工業高等学校グラウンド
●主催  石川県高等学校野球連盟・小松勧進帳カップ実行委員会

令和4年8月20日（土）・21日（日）
小松勧進帳高校野球

小松勧進帳カップ実行委員会
TEL 0761-21-3121

お問い合わせ

● 
簿
記
検
定
　
１
〜
３
級

お
問
い
合
わ
せ
先

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

11
月
20
日（
日
）

10
月
４
日（
火
）〜

10
月
21
日（
金
）

本
所
窓
口
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

https://komatsu-cci.or.jp/

１
級  

７
，
８
５
０
円

２
級  

４
，
７
２
０
円

３
級  

２
，
８
５
０
円

● 

珠
算
検
定
　
１
〜
6
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

10
月
23
日（
日
）

９
月
５
日（
月
）〜

９
月
22
日（
木
）

本
所
窓
口

小
松
商
工
会
議
所

総
務
・
事
業
課

☎（
0
7
6
1
）21
・
3
1
2
1

検
定
試
験
の

お
知
ら
せ

山
本
　
萌
結

粟
生
　
向
葵

北
橋
　
悠
樹

北
西
　
悠
雅

田
向
こ
の
か

山
口
瑚
小
奈

フ
ェ
ヘ
イ
ラ 

　
　
イ
ザ
ベ
ラ 

郁
賀

島
畑
　
柚
希

表
　
優
莉
奈

宮
下
　
萌
愛

村
中
　
茂
子

小
馬
場
悠
正

中
谷
　
梨
乃

亀
田
　
梨
愛

東
出
　
栞
奈

拓
殖
　
心
那

中
村
　
陽
菜

日
商
珠
算

検
定
合
格
者

２
級

３
級

４
級

５
級

６
級

７
級

８
級

日
商
珠
算
検
定
・

暗
算
検
定
合
格
者

第225回

宮
下
　
心
愛

小
馬
場
悠
正

鈴
木
　
結
菜

真
田
　
菜
名

３
級

４
級

６
級

平
塚
　
大
樹

尾
山
　
愛
空

暗
算
検
定
合
格
者

1
級

３
級

第297回

小
学
校
２
年
生
の
部

　
　
　
　
小
馬
場
悠
正

小
学
校
３
年
生
の
部

　
　
　
　
平
塚
　
大
樹

小
学
校
４
年
生
の
部

　
　
　
　
西
　
　
彩
萌

小
学
校
５
年
生
の
部

　
　
　
　
越
田
美
有
紀

小
学
校
６
年
生
の
部

　
　
　
　
荻
野
　
晋
作

中
学
校
１
年
生
の
部

　
　
　
　
岸
　
　
哲
平

中
学
校
２
年
生
の
部

　
　
　
　
中
田
　
俊
壱

一
般
の
部
Ⅰ（
50
歳
未
満
）

　
　
　
　
岸
　
　
幸
志

全
国
あ
ん
ざ
ん

コ
ン
ク
ー
ル
成
績

2022年

（
６
月
26
日
開
催
）
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㈱イケガミ

㈲茗荷谷設備工業

夢屯 ビストロ・バール

㈱諏訪会館 北陸電力㈱小松支店
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 ㈱江口組
入選 ㈱加賀オート
 ㈱シマコー
 夢屯  ビストロ・バール
 吉府美容院
殿堂入り ㈱イケガミ

　事業所の玄関先や店舗を花と緑で飾り、来
店しやすいお店づくりに取り組まれている事
業所を対象とした「花と緑いっぱいコンクー
ル」を4月25日（月）～6月3日（金）の間、本所
女性会主催にて開催。12事業所から応募があ
り、審査会にて以下のとおり受賞事業所が決
定した。また、今年度より、過去に5回以上入
賞経験があり、最優秀賞の受賞経験のある事
業所を「殿堂入り」事業所として紹介している。

花と緑いっぱいコンクール
受賞事業所決定

春のこまつを花と緑で飾ろう
■最優秀賞

■審査員特別賞

■優秀賞

■殿堂入り事業所

■入選

ムートン

ムートン

花いっぱいコンクール受賞事業所

㈱江口組

㈲ビロン

ファッションタイムナカノ 吉府美容院

㈱加賀オート

㈱シマコー

InformationInformation

こ
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姫
御
前

小
松
を
P
R
す
る
姫
御
前
を

3
名
募
集
し
ま
す
。

（
７
月
３
日
開
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）

【
小
松
会
場  

各
学
年
優
勝
者
】

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使

2022
令和4年9月24日（土）

現金15万円、
東京往復航空券 など

応
募
資
格

●
小
松
市
に
在
住
も
し
く
は
同
市
内

の
事
業
所
に
勤
務
ま
た
は
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
女
性（
以
前
に
、
こ

ま
つ
夢
案
内
人
及
び
こ
ま
つ
姫
御
前

に
選
ば
れ
た
人
も
応
募
で
き
ま
す
）。

●
現
在
、
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し

て
い
な
い
方
。

応
募
方
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履
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書
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と
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応

募
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松
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内

「
こ
ま
つ
姫
御
前
コ
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テ
ス
ト
実
行
委

員
会
」事
務
局
宛
に
郵
送
。

も
し
く
は
、komatsu.s@hokkoku.co.jp

ま
で
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
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問
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合
わ
せ
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國
新
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小
松
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24
・
３
１
１
１

小
松
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２
１

小
松
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流
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☎
24
・
８
０
７
６

締
め
切
り

令
和
4
年
9
月
12
日（
月
） 同
日
必
着

募
集

副 賞
認定証、楯正 賞

コンテスト開催日　第5回小松勧進帳高校野球交流試合につきまして、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止対策を講じながら、群馬県の高崎健康
福祉大学高崎高等学校を招待し、左記のとおり交流試合を開催
いたします。詳細につきましてはHPをご覧ください。皆様の
ご来場をお待ちしております。

招待校
参加校

高崎健康福祉大学高崎高等学校
石川県立小松高等学校、石川県立小松明峰高等学校、石川県立小松工業高等学校、石川県立小松商業高等学校、小松市立高等学校、小松大谷高等学校

第5回小松勧進帳高校野球
交流試合開催

●会場  弁慶スタジアム・石川県立小松工業高等学校グラウンド
●主催  石川県高等学校野球連盟・小松勧進帳カップ実行委員会

令和4年8月20日（土）・21日（日）
小松勧進帳高校野球

小松勧進帳カップ実行委員会
TEL 0761-21-3121

お問い合わせ
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簿
記
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定
　
１
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級
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日
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績
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６
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催
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Information会議所の動き

　
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
　
木
村
勉
）17
名
は
、７
月
６
日（
水
）〜
７
日（
木
）、

福
島
県
南
相
馬
市
の
ロ
ボ
コ
ム
・
ア
ン
ド
・
エ
フ
エ
イ
コ
ム
㈱
南
相
馬
工
場
並
び

に
須
磨
ラ
ボ
南
相
馬
を
視
察
し
た
。

　
同
工
場
は
、
デ
ジ
タ
ル
上
に
構
築
さ
れ
た
仮
想
生
産
ラ
イ
ン
に
よ
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
現
実
の
生
産
ラ
イ
ン
に
反
映
す
る
こ
と
で
自
律
制
御
さ
れ

た
完
全
無
人
エ
リ
ア
を
含
む
、
全
体
最
適
化
さ
れ
た
工
場
で
、「
南
相
馬
の
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
を
、
全
世
界
へ
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
事
業
展
開
し
て
い
る
。

　
視
察
で
は
、
マ
ル
チ
組
立
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
完
成
品
検
査
を

自
動
化
し
た
検
査
ロ
ボ
ッ
ト
等
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
時
の「
導
入
コ
ス
ト
」

と「
維
持
管
理
コ
ス
ト
」双
方
の
低
減
策
と
し
て
、
各
要
素
技
術
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

し
た『
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
型
ロ
ボ
ッ
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
』の
展
示
や
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
や
産
業
廃
棄
物
計
量
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
製
品
単
位
で
の
原
単
位
管
理

に
よ
る
C
O₂
排
出
量
約
3
，
0
0
0
t
／
年
の
削
減
を
実
現
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
等
を
見
学
し
た
。

　
参
加
し
た
委
員
か
ら
は
、
自
社
で
の
取
組
み
に
ど
う
応
用
で
き
る
か
検
討
し
た

い
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

講師の高橋至所長定時総会の様子

7/6･7

6/22

製
造
業
Ｄ
Ｘ
を
実
現
す
る

　
　
次
世
代
型
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
視
察

産業政策委員会視察

梯川協議会梯川協議会

　
梯
川
協
議
会（
会
長
：
橋
浦
隆
）は
本
所
に
お
い
て
令
和
４
年
度
定

時
総
会
を
開
催
し
、
同
協
議
会
会
員
等
35
名
が
出
席
し
た
。

　
定
時
総
会
で
は
、
橋
浦
会
長
の
挨
拶
後
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
や
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局 

金
沢
河
川
国
道
事
務
所 

小
松
流
域
治
水
出
張
所 

の
高
橋
至
所
長
を
講
師
に
、「
梯
川
の
河
川
改

修
事
業
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演
会
を
行
っ
た
。
令
和
４
年
度
の
梯

川
河
川
改
修
事
業
の
予
定
や
、
洪
水
を
安
全
に
流
し
梯
川
流
域
に
お
け

る
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る「
梯
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、
W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た「
洪
水

対
応
演
習
」や
、
梯
川
手
づ
く
り
学
習
館「
防
災
教
育
」等
、
小
松
流
域

治
水
出
張
所
で
実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
最
後
に
、
橋
浦
会
長
が
７
月
７
日
開
催
の
事
業「
水
辺
で
乾
杯
２
０

２
２
」に
つ
い
て
参
加
を
呼
び
か
け
、
定
時
総
会
を
終
え
た
。

定
時
総
会
・
講
演
会
を
開
催

7/7

　
梯
川
協
議
会（
会
長  

橋
浦
隆
）は
、
７
月
７
日
に「
水
辺
で
乾
杯

2
0
2
2
in
か
け
は
し
が
わ
」を
、「
安
宅
の
関
」こ
ま
つ
勧
進
帳
の
里 

安
宅
テ
ラ
ス
前
に
て
開
催
し
た
。

　
宮
橋
勝
栄
小
松
市
長
の
挨
拶
後
、梯
川
協
議
会
橋
浦
会
長
に
よ
る
乾

杯
で
始
ま
っ
た
。本
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
振
り
の
開
催
と
な

り
、参
加
者
が
梯
川
の
今
後
を
語
る「
明
日
の
梯
川
を
語
ろ
う
！
会
」で

は
皆
で
乾
杯
し
た
後
、短
冊
に
梯
川
へ
の
思
い
を
書
き
、パ
ネ
ル
に
貼
り

つ
け
た
。パ
ネ
ル
は
、小
松
市
役
所
や
小
松
流
域
治
水
出
張
所
に
掲
示

予
定
で
あ
る
。

　
記
念
撮
影
は
梯
川
協
議
会
会
員
だ
け
で
な
く
各
団
体
や
周
辺
住
民
合

わ
せ
１
２
９
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。ま
た
、記
念
撮
影
は
ド
ロ
ー
ン
を
使

用
し
て
行
わ
れ
、風
が
出
て
少
し
涼
し
く
な
っ
て
き
た
夕
焼
け
の
中
、参

加
者
達
は
ド
ロ
ー
ン
に
向
か
っ
て
精
一
杯
手
を
振
っ
た
。

３
年
振
り
の
水
辺
で
乾
杯

6/20 産業政策委員会

　本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長  

木
村
勉
）は
、
参
議
院
議
員
の

宮
本
周
司
氏
を
講
師
に
招
き
、「
中
小
企
業
支
援
施
策
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
話
を
拝
聴
し
た
。

　
宮
本
氏
は
講
話
の
中
で
、「
将
来
の
労
働
人
口
は
減
少
し
て
い
く
。

省
力
化
、
効
率
化
と
い
っ
た
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
た
中
小
企

業
を
応
援
す
る
補
助
金
を
活
用
し
、
自
社
の
強
み
と
弱
み
を
理
解

し
、
経
済
環
境
の
変
化
に
適
応
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
一
つ
で

す
。」と
語
っ
た
。
ま
た
、「
電
力
コ
ス
ト
は
こ
れ
か
ら
更
に
上
が
る

と
想
定
し
て
お
り
、
皆
様
に
は
、
い
ず
れ
か
の
形
で
実
質
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」と
語
り
、
委
員
か
ら

は
賃
上
げ
促
進
税
制
や
働
き
方
改
革
等
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

　
講
話
後
、
令
和
３
年
度
産
業
政
策
委
員
会
事
業
報
告
・
収
支
決

算
に
つ
い
て
報
告
し
、
委
員
会
を
終
え
た
。

中
小
企
業
支
援
施
策
に
つ
い
て

ロボット展示を見学 説明を受ける委員

記念撮影の様子 乾杯する橋浦会長

講話を拝聴する委員 講師の宮本周司参議院議員

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

あ
り
ふ
れ
た
食
材
の

　
　
　新
た
な
可
能
性
に
注
目

　
先
日
、
滋
賀
県
の
近
江
八
幡
市
を

訪
ね
て
き
ま
し
た
。
琵
琶
湖
南
岸
に
位

置
し
、「
三
方
よ
し
」
で
知
ら
れ
る
近

江
商
人
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
織
田
信

長
が
築
い
た
安
土
城
も
あ
り
ま
す
。

食
べ
物
と
し
て
は
「
近
江
牛
」
や
「
近

江
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」
が
有
名
で
す
が
、
最

近
、
徐
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

地
元
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
に「
赤
こ
ん
に

ゃ
く
」
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
名
の
通
り
、
赤
い
こ
ん
に
ゃ
く

で
、
こ
ん
に
ゃ
く
を
三
二
酸
化
鉄
（
俗

称
：
べ
ん
が
ら
）
と
い
う
食
品
添
加
物

で
赤
く
染
め
た
こ
ん
に
ゃ
く
で
す
。
そ

の
由
来
は
、「
派
手
好
き
の
信
長
が
好

ん
だ
か
ら
」
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。
地

元
の
ス
ー
パ
ー
で
は
普
通
に
売
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
が
、
外
か
ら
の
目
に

は
と
て
も
珍
し
く
映
り
ま
し
た
。
聞
け

ば
、こ
れ
を
ご
ま
油
と
塩
だ
れ
を
合
わ

せ
て
、
ま
る
で
レ
バ
刺
し
の
よ
う
に
食

べ
る
商
品
も
販
売
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

国
内
の
20
〜
40
代
の
女
性
の
多
く
が

鉄
分
不
足
の
状
態
で
す
。
日
常
の
食

事
の
中
で
十
分
に
鉄
分
を
摂
取
す
る

の
は
な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。
赤

こ
ん
に
ゃ
く
は
、
日
常
的
に
食
べ
ら
れ

る
食
材
の
中
で
は
鉄
分
の
含
有
量
は

目
立
っ
て
多
い
で
す
。
カ
ロ
リ
ー
が
少

な
く
食
物
繊
維
も
多
い
た
め
、
健
康

機
能
性
の
面
か
ら
も
っ
と
注
目
さ
れ

て
よ
い
食
品
な
の
に
、
ま
だ
そ
う
な
っ

て
い
な
い
の
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。一
つ
は
サ

イ
ズ
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
形
状
な
ど
が
、

健
康
志
向
で
鉄
分
補
給
を
求
め
て
い

る
女
性
の
生
活
シ
ー
ン
と
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
商
品
と
し
て
つ
く
り
込
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
。
次
に
、
健
康
機
能

重
視
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
に
、

商
品
の
情
報
が
十
分
に
届
く
方
策
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
調
理
法
の

情
報
提
供
や
、
機
能
性
の
検
証
と
い

っ
た
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
日
常
的
に
消
費
さ
れ
る
食
品
の
健

康
機
能
性
に
注
目
し
て
、タ
ー
ゲ
ッ
ト

や
消
費
シ
ー
ン
を
変
え
て
ヒ
ッ
ト
し

た
事
例
に
、「
ア
サ
ヒ
コ
」
の
「
豆
腐

バ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
豆
腐
は
も
と
も

と
低
カ
ロ
リ
ー
で
高
タ
ン
パ
ク
の
食

品
で
す
。
こ
の
特
徴
を
打
ち
出
し
て
、

食
べ
応
え
を
出
す
た
め
に
あ
え
て
硬

く
し
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
や
ジ
ム

な
ど
で
食
器
や
調
味
料
が
な
く
て
も

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
形
状
や
味
付

け
を
工
夫
し
ま
し
た
。
豆
腐
バ
ー
は

発
売
か
ら
1
年
で
コ
ン
ビ
ニ
を
中
心

に
1
0
0
0
万
本
を
売
る
ヒ
ッ
ト
商

品
と
な
り
ま
し
た
。

　
か
ま
ぼ
こ
な
ど
の
練
り
物
も
低
カ

ロ
リ
ー
・
高
タ
ン
パ
ク
で
す
。
神
奈
川

県
小
田
原
市
の
老
舗
「
鈴
廣
」
は
、
サ

●
渡
辺
　
和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ
　

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員
。
１

９
８
６
年
筑
波
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
。
同
年
日
本
経
済
新
聞
社
入

社
。Ｉ
Ｔ
分
野
、
経
営
分
野
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。
全
国

の
自
治
体
・
商
工
会
議
所
な
ど
で
地
域
活
性

化
や
名
産
品
開
発
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

講
演
を
実
施
。
消
費
者
起
点
を
テ
ー
マ
に

ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。
著
書

に『
地
方
発
ヒ
ッ
ト
を
生
む
　
逆
算
発
想
の

も
の
づ
く
り
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）。

ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
長
友
佑
都
選
手

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
健
康
志

向
が
強
く
、
体
を
鍛
え
る
人
向
け
に

新
た
な
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
案
し

始
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
伝
統
的
な
食
習
慣
に
は
、

発
酵
食
品
や
魚
由
来
の
オ
メ
ガ
３
脂

肪
酸
な
ど
最
近
の
健
康
食
の
ト
レ
ン

ド
を
先
取
り
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
す
で
に
定

着
し
て
い
る
食
材
や
食
品
を
別
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
や
消
費
シ
ー
ン
に
向
け
て

応
用
で
き
る
可
能
性
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
現

時
点
か
ら
の
発
想
で
は
な
く
、
「
上

流
の
も
の
づ
く
り
」
と
「
下
流
の
売

り
方
・
伝
え
方
」
を
逆
算
し
て
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
、
新
し

い
時
代
に
合
っ
た
伝
統
食
品
の
新
し

い
ヒ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
可
能
性
は
高

い
で
し
ょ
う
。

　小松市では、市内の飲食店、小売店などで使用
できる13,000円分の商品券（紙券）を10,000円（プ
レミアム率30％）で販売します。商品券は事前に申
請し、認定された取扱店舗でのみ利用可能ですの
で、対象の事業者の皆様は、ぜひ申請ください。取扱店舗募集

プレミアム付商品券

募 集 期 間 　　1次募集：8月10日～8月31日、2次募集：9月1日～9月20日
対 象 店 舗　　飲食店、小売店、生活関連サービス業など
　　　　　　　※昨年度より要件を緩和しています。市ホームページをご確認ください。
利 用 期 間　　2022年10月中旬から2023年1月末まで
販 売 価 格　　1冊13,000円分（1,000円券×13枚）の商品券を10,000円で販売
販　売　数　　35,000冊（4億5500万円分）
利用・換金　　買い物の際は紙券として使用。換金は紙券のQRコードをスマホで読取処理。
取扱店舗登録・換金手数料　　無料

※申請方法・要件な
ど詳細は8月中旬頃
に市ホームページに
掲載します。

詳細、申請は
こちらから

問い合わせ 【募集】小松商工会議所  ☎0761-21-3121    【事業】小松市商工労働課  ☎0761-24-8074

10月中旬利用開始「いい街こまつプレミアム」!消費喚起による地元経済の活性化!
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Information会議所の動き

　
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
　
木
村
勉
）17
名
は
、７
月
６
日（
水
）〜
７
日（
木
）、

福
島
県
南
相
馬
市
の
ロ
ボ
コ
ム
・
ア
ン
ド
・
エ
フ
エ
イ
コ
ム
㈱
南
相
馬
工
場
並
び

に
須
磨
ラ
ボ
南
相
馬
を
視
察
し
た
。

　
同
工
場
は
、
デ
ジ
タ
ル
上
に
構
築
さ
れ
た
仮
想
生
産
ラ
イ
ン
に
よ
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
現
実
の
生
産
ラ
イ
ン
に
反
映
す
る
こ
と
で
自
律
制
御
さ
れ

た
完
全
無
人
エ
リ
ア
を
含
む
、
全
体
最
適
化
さ
れ
た
工
場
で
、「
南
相
馬
の
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
を
、
全
世
界
へ
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
事
業
展
開
し
て
い
る
。

　
視
察
で
は
、
マ
ル
チ
組
立
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
完
成
品
検
査
を

自
動
化
し
た
検
査
ロ
ボ
ッ
ト
等
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
時
の「
導
入
コ
ス
ト
」

と「
維
持
管
理
コ
ス
ト
」双
方
の
低
減
策
と
し
て
、
各
要
素
技
術
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

し
た『
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
型
ロ
ボ
ッ
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
』の
展
示
や
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
や
産
業
廃
棄
物
計
量
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
製
品
単
位
で
の
原
単
位
管
理

に
よ
る
C
O₂
排
出
量
約
3
，
0
0
0
t
／
年
の
削
減
を
実
現
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
等
を
見
学
し
た
。

　
参
加
し
た
委
員
か
ら
は
、
自
社
で
の
取
組
み
に
ど
う
応
用
で
き
る
か
検
討
し
た

い
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

講師の高橋至所長定時総会の様子

7/6･7

6/22

製
造
業
Ｄ
Ｘ
を
実
現
す
る

　
　
次
世
代
型
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
視
察

産業政策委員会視察

梯川協議会梯川協議会

　
梯
川
協
議
会（
会
長
：
橋
浦
隆
）は
本
所
に
お
い
て
令
和
４
年
度
定

時
総
会
を
開
催
し
、
同
協
議
会
会
員
等
35
名
が
出
席
し
た
。

　
定
時
総
会
で
は
、
橋
浦
会
長
の
挨
拶
後
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
や
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局 

金
沢
河
川
国
道
事
務
所 

小
松
流
域
治
水
出
張
所 

の
高
橋
至
所
長
を
講
師
に
、「
梯
川
の
河
川
改

修
事
業
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演
会
を
行
っ
た
。
令
和
４
年
度
の
梯

川
河
川
改
修
事
業
の
予
定
や
、
洪
水
を
安
全
に
流
し
梯
川
流
域
に
お
け

る
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る「
梯
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、
W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た「
洪
水

対
応
演
習
」や
、
梯
川
手
づ
く
り
学
習
館「
防
災
教
育
」等
、
小
松
流
域

治
水
出
張
所
で
実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
最
後
に
、
橋
浦
会
長
が
７
月
７
日
開
催
の
事
業「
水
辺
で
乾
杯
２
０

２
２
」に
つ
い
て
参
加
を
呼
び
か
け
、
定
時
総
会
を
終
え
た
。

定
時
総
会
・
講
演
会
を
開
催

7/7

　
梯
川
協
議
会（
会
長  

橋
浦
隆
）は
、
７
月
７
日
に「
水
辺
で
乾
杯

2
0
2
2
in
か
け
は
し
が
わ
」を
、「
安
宅
の
関
」こ
ま
つ
勧
進
帳
の
里 

安
宅
テ
ラ
ス
前
に
て
開
催
し
た
。

　
宮
橋
勝
栄
小
松
市
長
の
挨
拶
後
、梯
川
協
議
会
橋
浦
会
長
に
よ
る
乾

杯
で
始
ま
っ
た
。本
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
振
り
の
開
催
と
な

り
、参
加
者
が
梯
川
の
今
後
を
語
る「
明
日
の
梯
川
を
語
ろ
う
！
会
」で

は
皆
で
乾
杯
し
た
後
、短
冊
に
梯
川
へ
の
思
い
を
書
き
、パ
ネ
ル
に
貼
り

つ
け
た
。パ
ネ
ル
は
、小
松
市
役
所
や
小
松
流
域
治
水
出
張
所
に
掲
示

予
定
で
あ
る
。

　
記
念
撮
影
は
梯
川
協
議
会
会
員
だ
け
で
な
く
各
団
体
や
周
辺
住
民
合

わ
せ
１
２
９
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。ま
た
、記
念
撮
影
は
ド
ロ
ー
ン
を
使

用
し
て
行
わ
れ
、風
が
出
て
少
し
涼
し
く
な
っ
て
き
た
夕
焼
け
の
中
、参

加
者
達
は
ド
ロ
ー
ン
に
向
か
っ
て
精
一
杯
手
を
振
っ
た
。

３
年
振
り
の
水
辺
で
乾
杯

6/20 産業政策委員会

　本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長  

木
村
勉
）は
、
参
議
院
議
員
の

宮
本
周
司
氏
を
講
師
に
招
き
、「
中
小
企
業
支
援
施
策
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
話
を
拝
聴
し
た
。

　
宮
本
氏
は
講
話
の
中
で
、「
将
来
の
労
働
人
口
は
減
少
し
て
い
く
。

省
力
化
、
効
率
化
と
い
っ
た
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
た
中
小
企

業
を
応
援
す
る
補
助
金
を
活
用
し
、
自
社
の
強
み
と
弱
み
を
理
解

し
、
経
済
環
境
の
変
化
に
適
応
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
一
つ
で

す
。」と
語
っ
た
。
ま
た
、「
電
力
コ
ス
ト
は
こ
れ
か
ら
更
に
上
が
る

と
想
定
し
て
お
り
、
皆
様
に
は
、
い
ず
れ
か
の
形
で
実
質
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」と
語
り
、
委
員
か
ら

は
賃
上
げ
促
進
税
制
や
働
き
方
改
革
等
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

　
講
話
後
、
令
和
３
年
度
産
業
政
策
委
員
会
事
業
報
告
・
収
支
決

算
に
つ
い
て
報
告
し
、
委
員
会
を
終
え
た
。

中
小
企
業
支
援
施
策
に
つ
い
て

ロボット展示を見学 説明を受ける委員

記念撮影の様子 乾杯する橋浦会長

講話を拝聴する委員 講師の宮本周司参議院議員

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

あ
り
ふ
れ
た
食
材
の

　
　
　新
た
な
可
能
性
に
注
目

　
先
日
、
滋
賀
県
の
近
江
八
幡
市
を

訪
ね
て
き
ま
し
た
。
琵
琶
湖
南
岸
に
位

置
し
、「
三
方
よ
し
」
で
知
ら
れ
る
近

江
商
人
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
織
田
信

長
が
築
い
た
安
土
城
も
あ
り
ま
す
。

食
べ
物
と
し
て
は
「
近
江
牛
」
や
「
近

江
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」
が
有
名
で
す
が
、
最

近
、
徐
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

地
元
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
に「
赤
こ
ん
に

ゃ
く
」
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
名
の
通
り
、
赤
い
こ
ん
に
ゃ
く

で
、
こ
ん
に
ゃ
く
を
三
二
酸
化
鉄
（
俗

称
：
べ
ん
が
ら
）
と
い
う
食
品
添
加
物

で
赤
く
染
め
た
こ
ん
に
ゃ
く
で
す
。
そ

の
由
来
は
、「
派
手
好
き
の
信
長
が
好

ん
だ
か
ら
」
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。
地

元
の
ス
ー
パ
ー
で
は
普
通
に
売
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
が
、
外
か
ら
の
目
に

は
と
て
も
珍
し
く
映
り
ま
し
た
。
聞
け

ば
、こ
れ
を
ご
ま
油
と
塩
だ
れ
を
合
わ

せ
て
、
ま
る
で
レ
バ
刺
し
の
よ
う
に
食

べ
る
商
品
も
販
売
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

国
内
の
20
〜
40
代
の
女
性
の
多
く
が

鉄
分
不
足
の
状
態
で
す
。
日
常
の
食

事
の
中
で
十
分
に
鉄
分
を
摂
取
す
る

の
は
な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。
赤

こ
ん
に
ゃ
く
は
、
日
常
的
に
食
べ
ら
れ

る
食
材
の
中
で
は
鉄
分
の
含
有
量
は

目
立
っ
て
多
い
で
す
。
カ
ロ
リ
ー
が
少

な
く
食
物
繊
維
も
多
い
た
め
、
健
康

機
能
性
の
面
か
ら
も
っ
と
注
目
さ
れ

て
よ
い
食
品
な
の
に
、
ま
だ
そ
う
な
っ

て
い
な
い
の
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。一
つ
は
サ

イ
ズ
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
形
状
な
ど
が
、

健
康
志
向
で
鉄
分
補
給
を
求
め
て
い

る
女
性
の
生
活
シ
ー
ン
と
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
商
品
と
し
て
つ
く
り
込
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
。
次
に
、
健
康
機
能

重
視
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
に
、

商
品
の
情
報
が
十
分
に
届
く
方
策
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
調
理
法
の

情
報
提
供
や
、
機
能
性
の
検
証
と
い

っ
た
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
日
常
的
に
消
費
さ
れ
る
食
品
の
健

康
機
能
性
に
注
目
し
て
、タ
ー
ゲ
ッ
ト

や
消
費
シ
ー
ン
を
変
え
て
ヒ
ッ
ト
し

た
事
例
に
、「
ア
サ
ヒ
コ
」
の
「
豆
腐

バ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
豆
腐
は
も
と
も

と
低
カ
ロ
リ
ー
で
高
タ
ン
パ
ク
の
食

品
で
す
。
こ
の
特
徴
を
打
ち
出
し
て
、

食
べ
応
え
を
出
す
た
め
に
あ
え
て
硬

く
し
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
や
ジ
ム

な
ど
で
食
器
や
調
味
料
が
な
く
て
も

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
形
状
や
味
付

け
を
工
夫
し
ま
し
た
。
豆
腐
バ
ー
は

発
売
か
ら
1
年
で
コ
ン
ビ
ニ
を
中
心

に
1
0
0
0
万
本
を
売
る
ヒ
ッ
ト
商

品
と
な
り
ま
し
た
。

　
か
ま
ぼ
こ
な
ど
の
練
り
物
も
低
カ

ロ
リ
ー
・
高
タ
ン
パ
ク
で
す
。
神
奈
川

県
小
田
原
市
の
老
舗
「
鈴
廣
」
は
、
サ

●
渡
辺
　
和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ
　

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員
。
１

９
８
６
年
筑
波
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
。
同
年
日
本
経
済
新
聞
社
入

社
。Ｉ
Ｔ
分
野
、
経
営
分
野
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。
全
国

の
自
治
体
・
商
工
会
議
所
な
ど
で
地
域
活
性

化
や
名
産
品
開
発
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

講
演
を
実
施
。
消
費
者
起
点
を
テ
ー
マ
に

ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。
著
書

に『
地
方
発
ヒ
ッ
ト
を
生
む
　
逆
算
発
想
の

も
の
づ
く
り
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）。

ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
長
友
佑
都
選
手

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
健
康
志

向
が
強
く
、
体
を
鍛
え
る
人
向
け
に

新
た
な
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
案
し

始
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
伝
統
的
な
食
習
慣
に
は
、

発
酵
食
品
や
魚
由
来
の
オ
メ
ガ
３
脂

肪
酸
な
ど
最
近
の
健
康
食
の
ト
レ
ン

ド
を
先
取
り
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
す
で
に
定

着
し
て
い
る
食
材
や
食
品
を
別
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
や
消
費
シ
ー
ン
に
向
け
て

応
用
で
き
る
可
能
性
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
現

時
点
か
ら
の
発
想
で
は
な
く
、
「
上

流
の
も
の
づ
く
り
」
と
「
下
流
の
売

り
方
・
伝
え
方
」
を
逆
算
し
て
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
、
新
し

い
時
代
に
合
っ
た
伝
統
食
品
の
新
し

い
ヒ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
可
能
性
は
高

い
で
し
ょ
う
。

　小松市では、市内の飲食店、小売店などで使用
できる13,000円分の商品券（紙券）を10,000円（プ
レミアム率30％）で販売します。商品券は事前に申
請し、認定された取扱店舗でのみ利用可能ですの
で、対象の事業者の皆様は、ぜひ申請ください。取扱店舗募集

プレミアム付商品券

募 集 期 間 　　1次募集：8月10日～8月31日、2次募集：9月1日～9月20日
対 象 店 舗　　飲食店、小売店、生活関連サービス業など
　　　　　　　※昨年度より要件を緩和しています。市ホームページをご確認ください。
利 用 期 間　　2022年10月中旬から2023年1月末まで
販 売 価 格　　1冊13,000円分（1,000円券×13枚）の商品券を10,000円で販売
販　売　数　　35,000冊（4億5500万円分）
利用・換金　　買い物の際は紙券として使用。換金は紙券のQRコードをスマホで読取処理。
取扱店舗登録・換金手数料　　無料

※申請方法・要件な
ど詳細は8月中旬頃
に市ホームページに
掲載します。

詳細、申請は
こちらから

問い合わせ 【募集】小松商工会議所  ☎0761-21-3121    【事業】小松市商工労働課  ☎0761-24-8074

10月中旬利用開始「いい街こまつプレミアム」!消費喚起による地元経済の活性化!

小松商工会議所 2022.811



会議所の動き会議所の動き

　
本
所
で
は
三
井
住
友
海
上
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
経
営
リ
ス
ク
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
小
山
氏
を
講
師
に
迎
え「
改
正
道
路
交
通
法
対
応
！
社
内
規

定
の
作
成
と
留
意
点
ポ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。
27
名
が
参
加
し
た
。

　
古
山
氏
は
安
全
運
転
管
理
者
の
業
務
と
し
て
、
今
年
4
月
か
ら
運
転

前
の
運
転
者
に
対
す
る
酒
気
帯
び
の
有
無
の
確
認
が
追
加
と
な
り
10
月

か
ら
は
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
常
時
有
効
性
保
持
が
追
加
さ
れ
る
と
説

明
が
あ
っ
た
。
近
年
で
は
酒
気
帯
び
運
転
が
原
因
の
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
う
と
、
運
転
者
が
罰
せ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
側
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
や
信
用
失
墜
か
ら
企
業
存
続
に
関
わ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
対
策
と
し
て
企
業
が
強
い
意
志
を
持
っ
て
、
飲
酒
運
転
撲
滅
の
必

要
性
を
社
内
に
周
知
す
る
た
め
に
も
就
業
規
則
の
改
正
や
啓
蒙
活
動
が

大
事
で
あ
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
後
、
事
務
局
を
代
表
し

て
同
社
の
長
瀬
小
松
支
社
長
よ
り
自
動
車
保
険
の
見
直
し
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。
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改
正
道
路
交
通
法
改
正
に
伴
う

　
　
　
就
業
規
則
へ
の
対
応
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

金融機関連携セミナー

　
本
所
交
通
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
、
情
報
・

文
化
部
会（
部
会
長
：
北
村
和
久
、
梶
吉
久
、
河
越
邦
夫
）は
、
北
陸

新
幹
線
小
松
駅
開
業
を
見
据
え
、
先
進
地
事
例
視
察
と
し
て
合
同
視

察
を
開
催
し
、
部
会
員
15
名
が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
北
陸
新
幹
線
金
沢
駅
内
の
視
察
を
し
、
引
き
続
き
、

J
R
金
沢
駅
長
の
宮
下
良
和
氏
よ
り「
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
後
の
状

況
と
当
社
の
取
組
み
」と
題
し
た
講
話
を
受
け
た
。

　
宮
下
氏
は「
当
社
は
金
沢
開
業
前
に
、
旅
行
会
社
等
々
と
連
携
し
た

こ
と
で
北
関
東
の
中
学
高
校
か
ら
の
修
学
旅
行
生
の
利
用
者
が
増
え
、

一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。
修
学
旅
行
誘
致
に
力
を
入
れ
て
は
ど
う

か
。
小
松
市
は
産
業
が
発
展
し
て
お
り
、
工
場
見
学
な
ど
潜
在
需
要

は
高
い
と
思
う
。
北
陸
新
幹
線
小
松
駅
開
業
に
あ
た
り
、
ぜ
ひ
頑
張
っ

て
頂
き
た
い
」と
話
さ
れ
た
。

講話されるJR金沢駅 宮下駅長 JR金沢駅視察の様子
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J
R
金
沢
駅
の
現
状
を
視
察

交通・エネルギー、観光サービス、
情報・文化合同部会

　
7
月
11
日
、
ホ
テ
ル
ビ
ナ
リ
オ
小
松
セ
ン
ト
レ
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
小
松
空
港
国

際
化
推
進
協
議
会(

理
事
長
　
西
正
次)

総
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
商
工
会
議
所
関
係
者
ら

48
名
が
出
席
し
た
。

　
開
会
に
際
し
、
理
事
長
の
西
正
次
小
松
商
工
会
議
所
会
頭
は
、｢

感
染
症
の
影
響
を
大
き

く
受
け
た
小
松
空
港
は
、
現
在
、
回
復
基
調
に
は
あ
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
、
未

だ
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
回
復
に
よ
る
、
利
用
者
の
速
や
か
な
、
回
復

を
図
る
と
と
も
に
、
ソ
ウ
ル
便
を
は
じ
め
と
す
る
、
国
際
線
の
復
便
と
、
安
定
運
行
を
再

開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
残
り
２
年
を
切
っ
た
北
陸
新
幹
線
の
県
内
全

線
開
業
を
控
え
、
新
幹
線
と
空
港
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
捉
え
、
相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
く

事
が
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る｣

と
挨
拶
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
令
和

４
年
度
事
業
計
画
と
し
て
、
国
際
・
国
内
線
の
運
航
再
開
や
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
を

盛
り
込
ん
だ
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
後
に
開
催
し
た
特
別
講
演
会
で
は
、
航
空
自
衛
隊
第
六
航
空
団
司
令
兼
小
松
基
地

司
令
石
引
大
吾(

い
し
び
き  

だ
い
ご)

氏
を
講
師
に
招
き「
日
本
の
空
を
守
る
」〜
小
松
基
地

の
歩
み
と
取
組
〜
と
題
し
て
講
演
が
あ
っ
た
。
小
松
基
地
の
成
り
立
ち
か
ら
航
空
防
衛
力

の
整
備
、
基
地
の
安
定
的
な
運
営
、
人
材
確
保
等
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
本
総
会
・
講
演

会
に
は
、
本
所
の
空
港
・
都
市
政
策
委
員
会(

委
員
長
　
今
出
真
稔)

も
参
加
し
、
小
松
空
港

活
性
化
推
進
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

講演する石引指令 挨拶する西会頭
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北
陸
新
幹
線
と
空
港
の

　
　
　
相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

小松空港国際化推進協議会総会

　
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会（
会
長 

西 

正
次
）は
、
令
和
４
年

度
総
会
を
ホ
テ
ル
ビ
ナ
リ
オ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
セ
ン
ト
レ
に
て
開

催
。
宮
橋
勝
栄
小
松
市
長
、
井
出
敏
朗
能
美
市
長
の
ご
臨
席
の
も
と
、

令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
・

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
今
年
度
は
、
当
地
固
有
の
社
会
基
盤
や
地
域
資
源
の
特
徴
を
生
か

し
た
、
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
の
研
究
及
び
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

に
当
地
域
の
地
域
活
性
化
・
商
工
業
の
発
展
に
繋
げ
ら
れ
る
新
た
な

方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
地
域
づ
く
り
事
業
、
九
谷
焼
・
山
中
漆
器

の
利
活
用
促
進
や
、
食
の
魅
力
発
信
な
ど
、
各
事
業
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
。

　
本
協
議
会
は
、
南
加
賀
地
域
の
３
市
１
町
の
商
工
会
・
商
工
会
議

所
で
組
織
。
連
携
で
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
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令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
な
ど
承
認

南加賀商工観光推進協議会

　
本
所
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）は
、
長
岡
市
役
所
を
訪
れ
、

長
岡
市
中
心
市
街
地
整
備
室
の
石
川
課
長
補
佐
の
案
内
の
元
、
長
岡
市
が
実
践
す
る

ま
ち
な
か
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

　
長
岡
市
は
駅
前
に
あ
る
ナ
カ
ド
マ（
屋
根
付
き
広
場
）と
ア
リ
ー
ナ
、
市
役
所
が
一

体
と
な
っ
た
施
設「
ア
オ
ー
レ
長
岡
」を
中
心
に
、
郊
外
に
あ
っ
た
市
役
所
機
能
を
ま

ち
な
か
に
分
散
配
置
し
、
賑
わ
い
や
回
遊
性
を
創
出
し
た
。
駅
前
は
商
業
施
設
の
連
鎖

的
閉
店
に
よ
り
空
洞
化
状
態
が
続
い
て
い
た
が
、
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り
空
き

ビ
ル
を
活
用
し
、
子
育
て
広
場
や
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど

を
整
備
し
、
商
業
か
ら
市
民
活
動
の
街
へ
再
生
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
図
書
館
、
4

大
学
1
高
専
・
産
業
人
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
場
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
銀
行
、
商
工

会
議
所
、
飲
食
店
な
ど
を
備
え
た「
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
・
ミ
ラ
イ
エ
長
岡
」が
令
和
7

年
度
に
オ
ー
プ
ン
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
を
支
え
る
ま
ち
を「
つ
く
り
」、
広
く
市
民
が
ま
ち
を「
つ
か
い
」、
未
来
に
向
け

て
ま
ち
を「
つ
な
ぐ
」を
テ
ー
マ
に
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
と
市
民
み
ん
な
が
創
る
価

値
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
成
功
し
て
い
る
市
で
あ
っ
た
。

　
規
模
は
違
う
け
れ
ど
、
今
後
の
小
松
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
面
的
整
備
の
促
進

に
大
変
参
考
と
な
り
、
有
意
義
な
視
察
研
修
と
な
っ
た
。

新
潟
県
長
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
視
察

商業・まちづくり委員会視察

　
７
月
７
日
、
本
所
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）は
、

ゲ
ス
ト
に
小
松
市
経
済
環
境
部
商
工
労
働
課
課
長
の
中
浦
博
文
氏
、
主
査

の
松
浦
雄
喜
氏
を
招
き
、「
小
松
市
支
援
制
度
の
ご
紹
介
」と
題
し
委
員
会

を
開
催
。
22
名
が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
嵐
良
隆
委
員
長
が
開
会
の
挨
拶
を
し
、
早
速
講
話
に
移
っ

た
。
講
師
の
中
浦
氏
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
松
浦
氏
か
ら
小
松
市
が
実
施
し

て
い
る
支
援
事
業
に
つ
い
て
説
明
。
小
松
市
空
き
店
舗
活
用
型
飲
食
店
等

創
業
支
援
補
助
金
、
小
松
市
事
業
承
継
支
援
事
業
補
助
金
、
い
い
街
こ
ま

つ
プ
レ
ミ
ア
ム（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
・
商
店
会
利
用
促
進
イ

ベ
ン
ト
補
助
金
）、
商
店
街
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
支
援
内
容
と
支
援
事

例
を
紹
介
し
、
説
明
し
た
。
松
浦
氏
は
講
話
の
終
わ
り
に
、「
今
後
の
支
援

事
業
に
つ
い
て
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

さ
ら
に
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。」と
話
し
た
。

　
最
後
に
、
小
前
田
副
会
頭
が
閉
会
の
挨
拶
で「
支
援
事
業
を
取
り
入
れ

て
、
小
松
の
街
を
活
性
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」と
謝
辞
を
述
べ
委
員
会

を
終
え
た
。
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小
松
市
の
事
業
者
向
け
支
援
制
度
に
つ
い
て
聞
く

商業・まちづくり委員会
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新
会
館
の
建
設
構
想
に
着
手

新会館建設構想特別委員会

　
本
所
Y
E
G
は
7
月
4
日
、
7
月
例
会
を
開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
30
名
が
参

加
し
た
。

　
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
会
議
が
担
当
し
た
委
員
会
ア
ワ
ー
で
は
、
中
期
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

に
連
動
し
た
各
委
員
会
の
目
的
や
目
標
や
な
ど
を
出
し
合
い
、
そ
の
目
的
、

目
標
が
メ
ン
バ
ー
、組
織
、地
域
に
ど
う
い
っ
た
影
響
が
あ
る
か
を
発
表
し
た
。

単
会
と
し
て
の
中
期
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
委
員
会
単
位
に
落
と
し
込
ん
だ
こ
と
で
、

メ
ン
バ
ー
は
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
実
行
に
向
け
、
よ
り
意
識
を
高
め
た
。

BSよしもととなりマッチの集合写真 グループワークの様子

7/4･15

各
委
員
会
で
中
期
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る

　
7
月
15
日
、
B
S
よ
し
も
と
の
番
組「Cheeky’s a G

oG
O
!

」内
の
コ
ー

ナ
ー
、「
と
な
り
マ
ッ
チ
」に
、
金
子
会
長
ら
4
名
の
小
松
Y
E
G
の
メ
ン
バ
ー

が
出
演
し
、
加
賀
市
と
対
決
す
る
形
式
で
小
松
市
の
魅
力
発
信
を
行
っ
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
加
賀
市
の
片
山
津
温
泉
総
湯
か
ら
生
中
継
で
番
組
に
出
演
、

小
松
市
交
流
推
進
部
観
光
交
流
課
と
粟
津
温
泉
観
光
協
会
に
も
協
力
を
い
た

だ
き
、
小
松
市
の
温
泉
、
グ
ル
メ
、
ス
ポ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
対
決
は
小

松
市
が
勝
利
し
た
。

小
松
市
の
魅
力
を
T
V
で
プ
レ
ゼ
ン

小松YEG（青年部）

まちなかを視察 説明を聴く委員 講話を聴く委員 講師の中浦課長と松浦主査 ポイントを学ぶ参加者 講師の長瀬小松支社長

全ての議案を承認 挨拶する西会長

7/13･14

　
小
松
商
工
会
議
所
創
立
80
周
年
事
業
の
一
環
で
創
設
さ
れ
た
新
会
館
建
設
構
想
特
別
委
員
会

（
委
員
長
：
吉
原
慎
吾
）の
第
1
回
目
が
開
催
さ
れ
、
当
所
常
設
委
員
会
よ
り
委
員
長
6
名
が
出

席
し
た
。

　
現
会
館
は
昭
和
44
年
の
建
設
か
ら
52
年（
新
館
は
昭
和
53
年
の
建
設
か
ら
43
年
）が
経
過
し
、

耐
震
性
確
保
の
た
め
の
改
修
工
事
や
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
費
用
の
増
加
、
ま
た
、
賃

料
等
の
財
政
負
担
や
相
談
窓
口
の
不
足
・
分
散
化
に
よ
る
会
員
事
業
所
の
利
便
性
低
下
な
ど
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
本
特
別
委
員
会
で
は
、現
会
館
の
概
要
や
抱
え
る
課
題
の
整
理
、新
会
館
に
求
め
ら
れ
る
機
能
・

施
設
や
建
設
手
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
近
年
、
新
会
館
建
設
、
既
存
施

設
の
購
入
・
改
修
、
移
転
な
ど
を
行
っ
た
全
国
の
商
工
会
議
所
の
例
を
参

考
に
し
つ
つ
、
議
論
を
重
ね
な
が
ら
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

　
出
席
し
た
委
員
長
か
ら
は
、「
ま
ず
は
事
業
ス
キ
ー
ム
を
明
確
に
し
、

具
体
的
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
べ
き
。」、「
近
年
、
会
館
建
設
を
行
っ

た
金
沢
や
新
規
施
設
へ
移
転
予
定
の
加
賀
な
ど
の
最
寄
り
の
商
工
会
議
所

の
プ
ロ
セ
ス
を
参
考
に
し
て
は
。」と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
新
会
館
建
設

の
た
め
の
基
本
構
想
策
定
に
向
け
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
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会議所の動き会議所の動き

　
本
所
で
は
三
井
住
友
海
上
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
経
営
リ
ス
ク
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
小
山
氏
を
講
師
に
迎
え「
改
正
道
路
交
通
法
対
応
！
社
内
規

定
の
作
成
と
留
意
点
ポ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。
27
名
が
参
加
し
た
。

　
古
山
氏
は
安
全
運
転
管
理
者
の
業
務
と
し
て
、
今
年
4
月
か
ら
運
転

前
の
運
転
者
に
対
す
る
酒
気
帯
び
の
有
無
の
確
認
が
追
加
と
な
り
10
月

か
ら
は
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
常
時
有
効
性
保
持
が
追
加
さ
れ
る
と
説

明
が
あ
っ
た
。
近
年
で
は
酒
気
帯
び
運
転
が
原
因
の
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
う
と
、
運
転
者
が
罰
せ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
側
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
や
信
用
失
墜
か
ら
企
業
存
続
に
関
わ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
対
策
と
し
て
企
業
が
強
い
意
志
を
持
っ
て
、
飲
酒
運
転
撲
滅
の
必

要
性
を
社
内
に
周
知
す
る
た
め
に
も
就
業
規
則
の
改
正
や
啓
蒙
活
動
が

大
事
で
あ
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
後
、
事
務
局
を
代
表
し

て
同
社
の
長
瀬
小
松
支
社
長
よ
り
自
動
車
保
険
の
見
直
し
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

6/23

改
正
道
路
交
通
法
改
正
に
伴
う

　
　
　
就
業
規
則
へ
の
対
応
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

金融機関連携セミナー

　
本
所
交
通
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
、
情
報
・

文
化
部
会（
部
会
長
：
北
村
和
久
、
梶
吉
久
、
河
越
邦
夫
）は
、
北
陸

新
幹
線
小
松
駅
開
業
を
見
据
え
、
先
進
地
事
例
視
察
と
し
て
合
同
視

察
を
開
催
し
、
部
会
員
15
名
が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
北
陸
新
幹
線
金
沢
駅
内
の
視
察
を
し
、
引
き
続
き
、

J
R
金
沢
駅
長
の
宮
下
良
和
氏
よ
り「
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
後
の
状

況
と
当
社
の
取
組
み
」と
題
し
た
講
話
を
受
け
た
。

　
宮
下
氏
は「
当
社
は
金
沢
開
業
前
に
、
旅
行
会
社
等
々
と
連
携
し
た

こ
と
で
北
関
東
の
中
学
高
校
か
ら
の
修
学
旅
行
生
の
利
用
者
が
増
え
、

一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。
修
学
旅
行
誘
致
に
力
を
入
れ
て
は
ど
う

か
。
小
松
市
は
産
業
が
発
展
し
て
お
り
、
工
場
見
学
な
ど
潜
在
需
要

は
高
い
と
思
う
。
北
陸
新
幹
線
小
松
駅
開
業
に
あ
た
り
、
ぜ
ひ
頑
張
っ

て
頂
き
た
い
」と
話
さ
れ
た
。

講話されるJR金沢駅 宮下駅長 JR金沢駅視察の様子

6/22

J
R
金
沢
駅
の
現
状
を
視
察

交通・エネルギー、観光サービス、
情報・文化合同部会

　
7
月
11
日
、
ホ
テ
ル
ビ
ナ
リ
オ
小
松
セ
ン
ト
レ
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
小
松
空
港
国

際
化
推
進
協
議
会(

理
事
長
　
西
正
次)

総
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
商
工
会
議
所
関
係
者
ら

48
名
が
出
席
し
た
。

　
開
会
に
際
し
、
理
事
長
の
西
正
次
小
松
商
工
会
議
所
会
頭
は
、｢

感
染
症
の
影
響
を
大
き

く
受
け
た
小
松
空
港
は
、
現
在
、
回
復
基
調
に
は
あ
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
、
未

だ
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
回
復
に
よ
る
、
利
用
者
の
速
や
か
な
、
回
復

を
図
る
と
と
も
に
、
ソ
ウ
ル
便
を
は
じ
め
と
す
る
、
国
際
線
の
復
便
と
、
安
定
運
行
を
再

開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
残
り
２
年
を
切
っ
た
北
陸
新
幹
線
の
県
内
全

線
開
業
を
控
え
、
新
幹
線
と
空
港
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
捉
え
、
相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
く

事
が
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る｣

と
挨
拶
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
令
和

４
年
度
事
業
計
画
と
し
て
、
国
際
・
国
内
線
の
運
航
再
開
や
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
を

盛
り
込
ん
だ
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
後
に
開
催
し
た
特
別
講
演
会
で
は
、
航
空
自
衛
隊
第
六
航
空
団
司
令
兼
小
松
基
地

司
令
石
引
大
吾(

い
し
び
き  

だ
い
ご)

氏
を
講
師
に
招
き「
日
本
の
空
を
守
る
」〜
小
松
基
地

の
歩
み
と
取
組
〜
と
題
し
て
講
演
が
あ
っ
た
。
小
松
基
地
の
成
り
立
ち
か
ら
航
空
防
衛
力

の
整
備
、
基
地
の
安
定
的
な
運
営
、
人
材
確
保
等
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
本
総
会
・
講
演

会
に
は
、
本
所
の
空
港
・
都
市
政
策
委
員
会(

委
員
長
　
今
出
真
稔)

も
参
加
し
、
小
松
空
港

活
性
化
推
進
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

講演する石引指令 挨拶する西会頭

7/11

北
陸
新
幹
線
と
空
港
の

　
　
　
相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

小松空港国際化推進協議会総会

　
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会（
会
長 

西 

正
次
）は
、
令
和
４
年

度
総
会
を
ホ
テ
ル
ビ
ナ
リ
オ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
セ
ン
ト
レ
に
て
開

催
。
宮
橋
勝
栄
小
松
市
長
、
井
出
敏
朗
能
美
市
長
の
ご
臨
席
の
も
と
、

令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
・

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
今
年
度
は
、
当
地
固
有
の
社
会
基
盤
や
地
域
資
源
の
特
徴
を
生
か

し
た
、
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
の
研
究
及
び
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

に
当
地
域
の
地
域
活
性
化
・
商
工
業
の
発
展
に
繋
げ
ら
れ
る
新
た
な

方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
地
域
づ
く
り
事
業
、
九
谷
焼
・
山
中
漆
器

の
利
活
用
促
進
や
、
食
の
魅
力
発
信
な
ど
、
各
事
業
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
。

　
本
協
議
会
は
、
南
加
賀
地
域
の
３
市
１
町
の
商
工
会
・
商
工
会
議

所
で
組
織
。
連
携
で
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

7/11

令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
な
ど
承
認

南加賀商工観光推進協議会

　
本
所
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）は
、
長
岡
市
役
所
を
訪
れ
、

長
岡
市
中
心
市
街
地
整
備
室
の
石
川
課
長
補
佐
の
案
内
の
元
、
長
岡
市
が
実
践
す
る

ま
ち
な
か
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

　
長
岡
市
は
駅
前
に
あ
る
ナ
カ
ド
マ（
屋
根
付
き
広
場
）と
ア
リ
ー
ナ
、
市
役
所
が
一

体
と
な
っ
た
施
設「
ア
オ
ー
レ
長
岡
」を
中
心
に
、
郊
外
に
あ
っ
た
市
役
所
機
能
を
ま

ち
な
か
に
分
散
配
置
し
、
賑
わ
い
や
回
遊
性
を
創
出
し
た
。
駅
前
は
商
業
施
設
の
連
鎖

的
閉
店
に
よ
り
空
洞
化
状
態
が
続
い
て
い
た
が
、
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り
空
き

ビ
ル
を
活
用
し
、
子
育
て
広
場
や
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど

を
整
備
し
、
商
業
か
ら
市
民
活
動
の
街
へ
再
生
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
図
書
館
、
4

大
学
1
高
専
・
産
業
人
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
場
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
銀
行
、
商
工

会
議
所
、
飲
食
店
な
ど
を
備
え
た「
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
・
ミ
ラ
イ
エ
長
岡
」が
令
和
7

年
度
に
オ
ー
プ
ン
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
を
支
え
る
ま
ち
を「
つ
く
り
」、
広
く
市
民
が
ま
ち
を「
つ
か
い
」、
未
来
に
向
け

て
ま
ち
を「
つ
な
ぐ
」を
テ
ー
マ
に
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
と
市
民
み
ん
な
が
創
る
価

値
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
成
功
し
て
い
る
市
で
あ
っ
た
。

　
規
模
は
違
う
け
れ
ど
、
今
後
の
小
松
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
面
的
整
備
の
促
進

に
大
変
参
考
と
な
り
、
有
意
義
な
視
察
研
修
と
な
っ
た
。

新
潟
県
長
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
視
察

商業・まちづくり委員会視察

　
７
月
７
日
、
本
所
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）は
、

ゲ
ス
ト
に
小
松
市
経
済
環
境
部
商
工
労
働
課
課
長
の
中
浦
博
文
氏
、
主
査

の
松
浦
雄
喜
氏
を
招
き
、「
小
松
市
支
援
制
度
の
ご
紹
介
」と
題
し
委
員
会

を
開
催
。
22
名
が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
嵐
良
隆
委
員
長
が
開
会
の
挨
拶
を
し
、
早
速
講
話
に
移
っ

た
。
講
師
の
中
浦
氏
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
松
浦
氏
か
ら
小
松
市
が
実
施
し

て
い
る
支
援
事
業
に
つ
い
て
説
明
。
小
松
市
空
き
店
舗
活
用
型
飲
食
店
等

創
業
支
援
補
助
金
、
小
松
市
事
業
承
継
支
援
事
業
補
助
金
、
い
い
街
こ
ま

つ
プ
レ
ミ
ア
ム（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
・
商
店
会
利
用
促
進
イ

ベ
ン
ト
補
助
金
）、
商
店
街
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
支
援
内
容
と
支
援
事

例
を
紹
介
し
、
説
明
し
た
。
松
浦
氏
は
講
話
の
終
わ
り
に
、「
今
後
の
支
援

事
業
に
つ
い
て
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

さ
ら
に
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。」と
話
し
た
。

　
最
後
に
、
小
前
田
副
会
頭
が
閉
会
の
挨
拶
で「
支
援
事
業
を
取
り
入
れ

て
、
小
松
の
街
を
活
性
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」と
謝
辞
を
述
べ
委
員
会

を
終
え
た
。

7/7

小
松
市
の
事
業
者
向
け
支
援
制
度
に
つ
い
て
聞
く

商業・まちづくり委員会

7/20

新
会
館
の
建
設
構
想
に
着
手

新会館建設構想特別委員会

　
本
所
Y
E
G
は
7
月
4
日
、
7
月
例
会
を
開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
30
名
が
参

加
し
た
。

　
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
会
議
が
担
当
し
た
委
員
会
ア
ワ
ー
で
は
、
中
期
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

に
連
動
し
た
各
委
員
会
の
目
的
や
目
標
や
な
ど
を
出
し
合
い
、
そ
の
目
的
、

目
標
が
メ
ン
バ
ー
、組
織
、地
域
に
ど
う
い
っ
た
影
響
が
あ
る
か
を
発
表
し
た
。

単
会
と
し
て
の
中
期
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
委
員
会
単
位
に
落
と
し
込
ん
だ
こ
と
で
、

メ
ン
バ
ー
は
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
実
行
に
向
け
、
よ
り
意
識
を
高
め
た
。

BSよしもととなりマッチの集合写真 グループワークの様子

7/4･15

各
委
員
会
で
中
期
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る

　
7
月
15
日
、
B
S
よ
し
も
と
の
番
組「Cheeky’s a G

oG
O
!

」内
の
コ
ー

ナ
ー
、「
と
な
り
マ
ッ
チ
」に
、
金
子
会
長
ら
4
名
の
小
松
Y
E
G
の
メ
ン
バ
ー

が
出
演
し
、
加
賀
市
と
対
決
す
る
形
式
で
小
松
市
の
魅
力
発
信
を
行
っ
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
加
賀
市
の
片
山
津
温
泉
総
湯
か
ら
生
中
継
で
番
組
に
出
演
、

小
松
市
交
流
推
進
部
観
光
交
流
課
と
粟
津
温
泉
観
光
協
会
に
も
協
力
を
い
た

だ
き
、
小
松
市
の
温
泉
、
グ
ル
メ
、
ス
ポ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
対
決
は
小

松
市
が
勝
利
し
た
。

小
松
市
の
魅
力
を
T
V
で
プ
レ
ゼ
ン

小松YEG（青年部）

まちなかを視察 説明を聴く委員 講話を聴く委員 講師の中浦課長と松浦主査 ポイントを学ぶ参加者 講師の長瀬小松支社長

全ての議案を承認 挨拶する西会長

7/13･14

　
小
松
商
工
会
議
所
創
立
80
周
年
事
業
の
一
環
で
創
設
さ
れ
た
新
会
館
建
設
構
想
特
別
委
員
会

（
委
員
長
：
吉
原
慎
吾
）の
第
1
回
目
が
開
催
さ
れ
、
当
所
常
設
委
員
会
よ
り
委
員
長
6
名
が
出

席
し
た
。

　
現
会
館
は
昭
和
44
年
の
建
設
か
ら
52
年（
新
館
は
昭
和
53
年
の
建
設
か
ら
43
年
）が
経
過
し
、

耐
震
性
確
保
の
た
め
の
改
修
工
事
や
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
費
用
の
増
加
、
ま
た
、
賃

料
等
の
財
政
負
担
や
相
談
窓
口
の
不
足
・
分
散
化
に
よ
る
会
員
事
業
所
の
利
便
性
低
下
な
ど
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
本
特
別
委
員
会
で
は
、現
会
館
の
概
要
や
抱
え
る
課
題
の
整
理
、新
会
館
に
求
め
ら
れ
る
機
能
・

施
設
や
建
設
手
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
近
年
、
新
会
館
建
設
、
既
存
施

設
の
購
入
・
改
修
、
移
転
な
ど
を
行
っ
た
全
国
の
商
工
会
議
所
の
例
を
参

考
に
し
つ
つ
、
議
論
を
重
ね
な
が
ら
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

　
出
席
し
た
委
員
長
か
ら
は
、「
ま
ず
は
事
業
ス
キ
ー
ム
を
明
確
に
し
、

具
体
的
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
べ
き
。」、「
近
年
、
会
館
建
設
を
行
っ

た
金
沢
や
新
規
施
設
へ
移
転
予
定
の
加
賀
な
ど
の
最
寄
り
の
商
工
会
議
所

の
プ
ロ
セ
ス
を
参
考
に
し
て
は
。」と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
新
会
館
建
設

の
た
め
の
基
本
構
想
策
定
に
向
け
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
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「
石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度
通
常
総
会
」開
催

令和２年７月
宿泊・飲食業
小松市滝ヶ原町タ-４番地
０７６１-４６-５６２１
http://takigaharafarm.com
info@craftandstay.com

代表者　堀之内  司

■創業
■住所
■事業内容
■ＴＥＬ
■ＵＲＬ
■E-ｍａｉｌ

華つうしん

　
令
和
２
年
７
月
、
自
然
あ
ふ
れ
る

里
山
の
風
景
が
広
が
る
滝
ヶ
原
町
に

バ
ン
ク
ベ
ッ
ド
主
体
の
ホ
テ
ル

「T
A
K
IG
A
H
A
RA
 C
RA
FT
&

STAY

」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
築
１
０
０
年
の
古
民
家
を
改
装
し

て
建
て
ら
れ
た
内
装
に
は
こ
だ
わ
り

の
家
具
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
外
観
か

ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
ア
ー

テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
空
間
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
あ
え
て
残
さ
れ
た
客
室

の
梁
は
空
間
に
と
て
も
な
じ
ん
で
い

て
、
古
と
新
が
融
合
し
て
い
る
空
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
客
室
はD

irectors Suite, Band 
Room

, Bunk Bed Room

の
３
種

類
。
特
に
お
す
す
め
のD

irectors 
Suite

は
、
ク
イ
ー
ン
サ
イ
ズ
の
ベ
ッ

ド
に
バ
ン
ク
ベ
ッ
ド
が
２
台
あ
り
、

ご
家
族
、
カ
ッ
プ
ル
、
友
達
と
の
宿
泊

に
最
適
で
す
。
最
も
眺
望
の
よ
い
お

部
屋
で
、自
然
の
光
と
緑
豊
か
な
山
々

を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ホ
ス
テ
ル
の
お
隣
に
は
、
同
じ

く
古
民
家
を
改
装
し
た

「TAKIG
AHARA CAFÉ

」が
あ

り
、
若
い
世
代
に
大
人
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。
鳥
越
産
の
そ
ば
粉
を

使
用
し
た
ガ
レ
ッ
ト
を
中
心
に
、

旬
の
野
菜
や
果
物
、
敷
地
内
に
あ

る「TAKIG
AHARA FARM

」で

育
て
た
鶏
の
卵
を
使
用
し
た
お
料

理
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
約

す
れ
ば
デ
ィ
ナ
ー
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

  「TA
KIG
A
H
A
RA
 C
RA
FT

&STAY

」で
は
、
気
さ
く
な
従
業

員
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
い
な
が

会員事業所紹介

会員事業所紹介

華
つ
う
し
ん

女
性
会

日
々
の
喧
騒
を
忘
れ
た
癒
し
の
ひ
と
時

滝ヶ原クラフト
アンドステイ

　
７
月
５
日（
火
）、
令
和
４
年

度
石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
会
員
大
会
が
ホ
テ
ル
日

航
金
沢
に
て
開
催
さ
れ
、
当
会

か
ら
は
22
名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
沢
野
千
穂
子
石
川

県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
、
令
和
４
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、カ
フ
ェ

く
ろ
ね
こ
店
長
で
元
映
画
・
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
監
督
の
新
村
良
二

氏
を
講
師
に
お
迎
え
し「
監
督

が
店
長
に
な
っ
た
ワ
ケ
」と
題

し
た
記
念
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
そ
の
後
、
視
察
研
修
会
が
行

わ
れ
、
当
会
は
国
立
工
芸
館
・

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
を
視
察

見
学
し
た
。

No.283

ら
、
日
々
の
喧
騒
を
忘
れ
、
心
穏
や

か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ず
っ

と
こ
こ
に
居
た
い
と
思
え
る
ほ
ど
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
空
間
に
是
非
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

滝ヶ原
石切場跡

法皇山
横穴古墳群

那谷寺

滝ヶ原クラフト
アンドステイ

那谷町

小松
パブリック

↑ 粟津温泉

←加賀
305

11

154

講師 新村良二氏との記念撮影

視察先国立工芸館にて
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〈暑中お見舞い申し上げます〉 〈暑中お見舞い申し上げます〉

会員事業所
紹介コーナー
掲載希望事業所

募集中!!

小
松
商
工
会
議
所

総
務
・
事
業
課

☎
0
7
6
1-

21-

3
1
2
1

お
問
合
せ
先

　本
所
会
報
で
は
、
毎
号
、

会
員
事
業
所
の
皆
様
を
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

※

掲
載
は
お
申
し
込
み
受
付

順
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

掲載
無料

　小松商工会議所では、会員事業所の皆様に、当所の講習会や補助金・助成
金情報のほか、融資制度や各種イベント情報などをタイムリーにお届けする
メールマガジンを始めました。ご購読は無料ですので、ぜひご登録ください。

購読無料

ご購読を希望される方は、下記のアドレス先の入力フォームURLに
アクセスしてご登録ください。
https://komatsu-cci.or.jp/report/email_newsletter
小松商工会議所メールマガジン　担当／竹田
〒923-8566  小松市園町二1番地  TEL 0761-21-3121
FAX 0761-21-3120  Eメール: kabuki@komatsu-cci.or.jp

※皆様から頂きました情報につきましては、当所からの『小松商工会議所メールマガジン』配信以外には使用いたしません。

お問い合わせ

登録方法 小松商工会議所
メールマガジン
配信中!

第三工場
小松ウオール工業株式会社
www.komatsuwall.co.jp

小松ウオールは、真摯な歩みを大切にしています。小松ウオールは、真摯な歩みを大切にしています。
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登録方法 小松商工会議所
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公益社団法人

小松青年会議所

小松商工会議所内
TEL 小松（0761）２２－２７４３　FAX（0761）２３－２７７８

２０２２年度　理事長

道 券   悠 一

石川県印刷工業組合小松支部
支部長　鵜 川 和 久　　　理　事　新 田 俊 郎

小松能美印刷工業会
会 長　　鵜 川 和 久

理　事　今 村 洋 介（会計）・齋 藤 典 子（厚生）・新 田 俊 郎（研修）

小松商工会議所 2022.817
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